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「夢」スピーチコンテスト出場者

産
工
場
と
し

て
品
質
に
こ

だ
わ
っ
た
安

全
・
安
心
の

製
品
の
流
通

を
目
指
し
て

い
る
。

　

78
人
の
従

業
員
の
う
ち

障
が
い
の
あ

る
者
は
38

人
。
そ
の
な

か
で
最
も
多

い
の
は
聴
覚

障
が
い
の
あ

る
26
人
。

　

社
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た

め
、
健
常
者
が
手
話
を
学

ぶ
な
ど
、
ふ
れ
あ
い
と
助

け
合
い
の
精
神
で
皆
が
働

き
や
す
い
現
場
と
な
っ
て

い
る
。

　

同
社
は
平
成
22
年
か
ら

年
に
２
回
、
社
員
向
け
に

学
習
会
を
開
講
し
て
い

る
。
今
回
は
そ
の
な
か
で

有
限
会
社
矢
野
モ
ー
タ
ー

ス
代
表
取
締
役
社
長
の
矢

野
昌
宏
さ
ん
（
57
）
が
30

分
の
講
演
を
行
っ
た
。
約

80
人
の
従
業
員
が
工
場
内

に
集
ま
り
、
受
講
。

　

事
故
ト
ラ
ブ
ル
防
止
セ

ミ
ナ
ー
と
題
し
、
事
故
を

減
ら
す
こ
と
か
ら
、
事
故

時
の
落
ち
着
い
た
判
断
、

そ
の
た
め
の
自
動
車
保
険

の
大
切
さ
ま
で
、
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
事
故
事

例
を
挙
げ
な
が
ら
話
し

た
。

　

事
故
現
場
を
映
し
た
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
映

像
に
、
会
場
か
ら
は
ど
よ

め
き
や
感
嘆
が
起
こ
っ

た
。
臨
場
感
溢
れ
る
映
像

と
矢
野
さ
ん
の
ト
ー
ク
に

皆
は
惹
き
つ
け
ら
れ
た
。

矢
野
さ
ん
の
隣
で
は
従
業

員
が
手
話
で
同
時
通
訳
し

た
。

　

ま
た
、
正
面
に
は
Ｕ
Ｄ

ト
ー
ク
と
い
う
自
動
翻
訳

機
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

矢
野
さ
ん
の
話
す
言
葉
を

活
字
に
し
て
液
晶
画
面
に

映
し
出
し
た
。

　

同
社
の
こ
れ
ま
で
の
学

習
会
は
、
毎
回
約
３
時
間

で
５
〜
６
テ
ー
マ
を
行
っ

て
お
り
、
外
部
か
ら
は
布

施
警
察
署
、
グ
ル
ー
プ
会

社
か
ら
は
テ
ー
マ
担
当

者
、
そ
れ
に
社
内
の
担
当

者
が
中
心
の
内
容
に
な
っ

て
い
た
。

　

一
般
企
業
か
ら
講
演
者

を
招
い
た
の
は
初
め
て
。

同
社
取
締
役
運
営
部
長
の

松
田
達
久
さ
ん
は
従
業
員

た
ち
の
反
応
に
手
応
え
を

感
じ
た
。

　
「
矢
野
さ
ん
の
講
演
は

成
功
だ
っ
た
。
今
後
も
多
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新
聞
と
コ
ー
ヒ
ー
が
並
ぶ
デ
ス
ク
は
絵

に
な
る
。
今
日
か
ら
新
聞
週
間
が
始
ま
っ

た
。

　
「
人
と
地
域
を
結
ぶ
新
聞
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
す
る
弊
紙
「
東
大
阪
新
聞
」
は
昭
和

26
年
に
創
刊
さ
れ
た
大
阪
府
内
で
最
も
古

い
地
方
紙
で
あ
る
。
紙
面
づ
く
り
に
た
ず

さ
わ
る
者
と
し
て
伝
統
と
使
命
に
新
た
な
感
慨
を

覚
え
る
。

　

ネ
ッ
ト
時
代

の
今
、「
紙
か

ら
電
子
へ
」
と

い
う
。
ど
こ
に
居
て
も
必
要
な
内
容
を
必
要
な
だ

け
簡
単
に
情
報
は
得
ら
れ
る
。
し
か
し
、
電
源
は

必
要
だ
。
新
聞
は
軽
く
、
目
に
優
し
く
、
鳥
瞰
が

で
き
、
切
り
抜
き
に
落
書
き
も
で
き
る
。
包
装
や

保
存
紙
に
も
な
り
、
万
一
の
と
き
に
、
体
を
覆
う

こ
と
で
暖
を
と
れ
る
等
、
電
子
媒
体
に
な
い
利
点

が
あ
る
。

　

数
行
の
記
事
に
も
取
材
者
の
魂
が
宿
っ
て
い

る
。
富
山
市
議
会
の
政
務
活
動
費
不
正
受
給
問
題

は
、
地
元
紙
の
女
性
記
者
が
持
つ
取
材
メ
モ
を
１

人
の
市
議
が
取
り
上
げ
た
の
が
発
端
だ
っ
た
。
地

方
自
治
法
で
定
め
る
政
務
活
動
費
の
透
明
化
に
努

め
ね
ば
な
ら
な
い
立
場
の
議
長
を
含
め
12
人
が
辞

職
。
議
会
崩
壊
に
等
し
い
。
記
者
か
ら
逃
げ
回
り
、

顔
を
隠
す
議
員
や
「
号
泣
県
議
」
は
２
年
前
の
こ

と
。
今
回
は
遊
ぶ
金
が
欲
し
か
っ
た
と
堂
々
と
会

見
す
る
市
議
の
厚
顔
無
恥
に
驚
い
た
。

　

１
億
円
超
の
費
用
を
か
け
る
補
欠
選
挙
の
前

に
、
条
例
で
12
人
の
定
員
削
減
を
果
た
す
べ
き
だ

っ
た
。
兵
庫

県
や
大
阪
府

な
ど
の
減
額

や
後
払
い
、
情
報
公
開
な
ど
、
改
善
例
も
あ
る
。

先
進
的
な
富
山
モ
デ
ル
づ
く
り
を
期
待
し
た
い
。

　

先
進
的
と
い
え
ば
富
山
駅
に
接
続
し
て
い
る
ス

マ
ー
ト
な
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ス
タ
イ
ル
の
次
世
代
型

路
面
電
車
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
は
公
共
交
通
の
シ
ン
ボ
ル

的
存
在
だ
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

で
評
価
さ
れ
「
世
界
の
先
進
５
都
市
」
に
選
ば
れ

て
い
る
だ
け
に
こ
の
不
祥
事
は
残
念
だ
。
数
行
の

小
さ
な
記
事
か
ら
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
地
元

紙
に
お
手
柄
だ
、
と
健
闘
を
た
た
え
た
い
。

小
さ
な
記
事
か
ら 

新
聞
週
間
に
思
う

晴耕雨読
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裁断し、梱包をしています。地球に
優しく、皆様に愛される商品を目指
しています。

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院
自
分
史
・
社
史

926 5134
株式
会社

サチコ・ナ・プア ラニ・フラネットワーク
18周年記念発表会

10月16日㈰

後援　東大阪市　東大阪市教育委員会　東大阪市文化連盟　読売新聞社　東大阪新聞社
お問い合わせ事務局　TEL　072-984-8109　（携帯）090-3679-4477　松澤恵子

プリズムホール　大ホール
インフォメーションセンター　TEL　072-924-5111

八尾市文化会館

主催　サチコ・ナ・プアラニ・フラネットワーク

5,000円（全自由席・税込み）
開場　11:00　開演　12:00

世界遺産登録　紀伊山地の霊場と参詣道
吉野大峯奥馳道・吉野山

きす屋への道しるべ

〒639―3115　奈良県吉野郡吉野山403　（銅の鳥居前）
かね

ステーキハウス大西
日本料理・鍋   
洋食

旅
館

TEL 0746 ― 32 ― 8100　FAX 0746 ― 32 ― 8111　http://www.kisuya.jp

本
社
工
場　

大
阪
府
八
尾
市
西
弓
削
３
丁
目
70
番
地

〒
581―

0035　

TEL
０
７
２―

９
４
９―

１
１
４
７　

FAX
０
７
２―

９
４
９―

１
０
４
７

http://w
w
w
.kisu-sp.com

/  E-m
ail info@

kisu-sp.com

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
・
ク
リ
ア
ブ
ッ
ク

　
　
　

 

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
こ
と
な
ら

有
限
会
社 

木
須
商
店

第
４
回
世
界
に
羽
ば
た
け

実現へ一歩まえに
　

第
４
回
世
界
に
羽
ば
た
け
「
夢
」
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
が
10
月
９
日
、
大
阪
商
業
大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
ホ
ー
ル
蒼
天
（
東
大
阪
市
御
厨
栄
町
４
―
１
―

10
）
で
行
わ
れ
た
。
一
般
財
団
法
人
青
少
年
夢
応
援

隊
主
催
、
株
式
会
社
サ
ン
ク
レ
ス
ト
協
賛
、
大
阪
府
・

東
大
阪
市
後
援
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
将
来
の
夢
や
目
標
は
あ
る

が
、
経
済
的
支
援
を
必
要
と
す
る
若
者
の
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
。
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
実
現
さ
せ
た
い

自
身
の
「
夢
」
を
語
り
、
成
績
優
秀
者
に
総
額
１
２

０
万
円
の
支
援
金
が
授
与
さ
れ
る
。
コ
ン
テ
ス
ト
の

出
場
者
は
大
阪
在
住
ま
た
は
在
学
・
在
勤
す
る
16
歳

以
上
25
歳
ま
で
の
青
少
年
で
、
８
月
末
に
締
め
切
ら

れ
た
応
募
作
文
か
ら
10
人
が
選
ば
れ
た
。

　

当
日
、
個
人
事
情
に
よ
り
１
人
が
棄
権
、
９
人
が

各
５
分
以
内
で
自
分
の
描
く
「
夢
」
を
熱
く
語
っ
た
。

最優秀賞・植田珠希さん

優秀賞・石田和音さん

奨励賞・森一斗君

最優秀賞に植田珠希さ　
　ん

「夢」スピーチコンテスト終了後、記念撮影（前列左から３人目・植田実代表理事）
　

レ
ベ
ル
が
拮
抗
す
る
ス

ピ
ー
チ
に
審
査
員
は
時
間

を
か
け
て
審
議
し
た
結

果
、
５
人
が
選
ば
れ
た
。

　

表
彰
に
先
立
ち
審
査
員

の
今
里
政
彦
さ
ん
は
、「
人

前
で
発
表
す
る
こ
と
は
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
す
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
こ
に
意
義
が

あ
る
。
今
回
の
特
色
と
し

て
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
に

入
っ
て
い
る
」
と
講
評
し

た
。
着
実
に
夢
を
語
る
コ

ン
テ
ス
ト
の
趣
旨
が
広
が

っ
て
き
た
よ
う
だ
。

　

最
優
秀
賞
は
関
西
情
報

工
学
院
専
門
学
校
３
年
生

の
植
田
珠
希
さ
ん
（
17
）。

「
私
と
絵
」
を
主
題
に
母

か
ら
絵
の
感
性
を
誉
め
ら

れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
、
中
学
校
の
美

術
教
師
に
な
り
た

い
と
語
っ
た
。

　

優
秀
賞
は
東
大

阪
市
立
日
新
高
校

３
年
生
の
石
田
和

音
さ
ん（
18
）。「
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に

導
か
れ
て
」
を
テ

ー
マ
に
看
護
師
の

国
際
免
許
を
取
り

世
界
を
舞
台
に
活

躍
し
た
い
と
語
っ

た
。

　

奨
励
賞
は
大
阪
府
立
枚

岡
樟
風
高
校
３
年
生
の
森

一
斗
君（
17
）。「
子
ど
も
た

ち
を
笑
顔
に
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
発
達
障
が
い
の

弟
の
見
せ
た
笑
顔
を
見
て

芸
術
と
支
援
教
育
に
興
味

を
持
ち
芸
術
療
法
を
海
外

に
お
い
て
英
語
で
学
び
た

い
と
語
っ
た
。特
別
賞「
ク

レ
ア
モ
ン
ト
賞
」（
語
学
レ

ッ
ス
ン
無
償
１
年
間
受
講

権
利
）
の
ダ
ブ
ル
受
賞
。

　

努
力
賞
に
は
次
の
２
人

が
選
ば
れ
た
。
東
大
阪
市

立
日
新
高
校
２
年
生
の
奥

村
智
恵
さ
ん
（
17
）。「
母

が
与
え
て
く
れ
た
も
の
」

と
題
し
て
母
の
言
葉
「
教

育
で
身
に
着
け
た
も
の
は

誰
か
ら
も
奪
わ
れ
な
い
」

に
感
動
し
、
得
意
の
英
語

を
磨
き
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
を

学
び
た
い
と
語
っ
た
。

　

社
会
人
の
成
田
緑
夢
君

（
22
）
は
事
故
で
左
脚
に

障
が
い
が
あ
る
。
ア
ス
リ

ー
ト
と
し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
の
遠
征
費
に
充
て

た
い
と
語
っ
た
。

　

審
査
中
、
勇
壮
な
「
勇

勢
師
子
王
太
鼓
」
と
華
麗

な「
関
西
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

の
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
で
、
一
般

財
団
法
人
青
少
年
夢
応
援

隊
代
表
理
事
・
植
田
実
さ

ん
（
63
）
は
前
回
ま
で
の

受
賞
者
を
登
壇
さ
せ
て

「
皆
さ
ん
と
一
生
付
き
合

う
」
と
元
気
に
締
め
く
く

っ
た
。

　

最
後
に
、
恒
例
で
あ
る

会
場
を
埋
め
た
全
員
の
俯

瞰
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
。

　

第
５
回
の
コ
ン
テ
ス
ト

は
来
年
10
月
開
催
予
定
。

応
募
、
問
い
合
わ
せ
は
、

一
般
財
団
法
人
青
少
年
夢

応
援
隊
（
☎
06
―
６
７
２

５
―
０
５
１
１
）
へ
。

 

（
石
河
亮
平
）

ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト

「
夢
」

若者の夢

　

９
月
30
日
、
ハ
ウ
ス
あ
い
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
株
式

会
社
（
東
大
阪
市
渋
川
町
２
―
11
―
31
）
で
社
員

向
け
の
学
習
会
が
開
か
れ
た
。
同
社
は
平
成
21
年

12
月
に
障
が
い
者
雇
用
へ
の
精
力
的
な
取
り
組
み

を
目
指
し
、
ハ
ウ
ス
食
品
株
式
会
社
の
子
会
社
と

し
て
東
大
阪
市
渋
川
町
に
設
立
さ
れ
た
。
翌
年
か

ら
は
障
が
い
者
の
新
規
採
用
を
開
始
し
、
積
極
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

ハ
ウ
ス
あ
い
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
㈱
で

事
故
ト
ラ
ブ
ル
防
止
セ
ミ
ナ
ー

種
多
様
な
分
野
の
専
門
家

を
呼
ん
で
、
新
た
な
企
画

を
検
討
し
た
い
」

　

矢
野
さ
ん
は
話
す
。

　
「
個
人
向
け
の
自
動
車

保
険
は
い
ず
れ
通
販
型
が

主
流
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
う
な
る
と
、
代
理

店
か
ら
事
故
時
の
対
応
等

の
大
切
な
話
を
聞
く
機
会

が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

直
接
お
客
さ
ん
と
触
れ
合

う
セ
ミ
ナ
ー
の
機
会
が
あ

れ
ば
、
お
客
さ
ん
と
私
が

心
を
合
わ
せ
て
事
故
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

親
会
社
で
あ
る
ハ
ウ
ス

食
品
株
式
会
社
は
「
東
大

阪
カ
レ
ー
パ
ン
会
」
に
カ

レ
ー
の
ル
ー
を
提
供
す
る

な
ど
、
地
域
と
密
着
し
た

活
動
に
も
積
極
的
だ
。

　

障
が
い
者
と
の
触
れ
合

い
の
な
か
で
愛
の
あ
る
安

心
・
安
全
の
製
品
づ
く
り
。

「
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
同
社
の
取
り
組
み
に
対

し
て
多
方
面
か
ら
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

宗清皇一 衆議院議　員 を囲む夕食会

熱弁をふるう宗清皇一衆議院議員（右）

若
手
経
営
者
ら
が
開
く

　

宗
清
皇
一
衆
議
院
議

員
（
46
）
を
囲
む
夕
食
会

が
９
月
30
日
に
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
（
大
阪
市
浪
速
区

元
町
３
）
で
開
か
れ
た
。

若
手
経
営
者
ら
約
20
人
が

集
っ
て
開
い
た
も
の
で
、

２
回
目
の
開
催
。
若
者
の

政
治
離
れ
が
進
む
な
か
、

自
ら
進
ん
で
政
治
の
こ
と

を
知
ろ
う
と
努
力
す
る
者

も
少
な
く
な
い
。

　

夕
食
会
で
は
、
参
加
者

が
１
人
ず
つ
宗
清
議
員
に

普
段
思
っ
て
い
る
こ
と
を

ぶ
つ
け
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、
宗
清
議
員
は
具
体
例

を
挙
げ
な
が
ら
１
つ
１
つ

分
か
り
や
す
く
説
明
し

た
。
そ
の
熱
弁
は
若
者
た

ち
の
心
に
突
き
刺
さ
り
、

会
場
は
熱
気
む
ん
む
ん
。

　
「
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
か
」
と
国
政
の
現
状

を
理
解
し
、
得
心
す
る
声

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
こ

え
た
。

　

主
催
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

テ
イ
ラ
ー
ズ
・
ギ
ル
ド
代

表
理
事
、
森
川
仁
雄
さ
ん

（
35
）
は
「
こ
の
夕
食
会

を
こ
れ
か
ら
も
開
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
た
。

　

事
業
内
容

は
袋
ス
パ
イ

ス
製
品
の
製

造
で
、
健
常

者
と
障
が
い

者
が
共
に
ス

パ
イ
ス
の
選

別
や
袋
詰
め

を
一
つ
一
つ

手
作
業
で

行
っ
て
い

る
。「
愛4

情

の
こ
も
っ
た

製
品
と
サ
ー

ビ
ス
、
ふ
れ

あ
い
4

4

と
助
け
合
い
4

4

の
精

神
、
み
な
か
ら
愛4

さ
れ
る

会
社
」。
こ
の
３
つ
の「
あ

い
」
を
テ
ー
マ
に
食
品
生

事故時の対応など講習

㈲矢野モータース社長

矢野昌宏さん

事
故
の
動
画
を
見
せ
な
が
ら
講
演
す
る
矢
野
昌
宏
さ
ん（
右
）

手話をまじえ
障がい者にも

イ
メ
ー
ジ
ガ
ー
ル

努力賞・成田緑夢君努力賞・奥村智恵さん
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し
、
次
世
代
に
伝
承
し
た
人
間
国
宝
桂
米
朝
の

よ
う
な
奮
闘
ぶ
り
で
あ
る
。

　

伊
勢
の
型
彫
り
師
に
学
び
、
京
都
で
糊
置
き

を
習
い
、
奈
良
の
山
奥
で
藍
を
染
め
る
。

　
「
河
内
木
綿
文
様
の
藍
染
は
様
々
な
エ
ッ
セ

ン
ス
が
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
な
の
で
す
」。
村
西

さ
ん
は
そ
う
語
る
。

　

孤
高
に
も
獅
子
奮
迅
の
働
き
で
次
々
と
文
様

の
復
刻
と
河
内
木
綿
で
の
藍
染
作
品
を
作
り
続
け

た
。
そ
し
て
復
元
展
示
会
と
題
し
、
個
展
を
開
き
全

国
を
周
っ
た
。

　

村
西
さ
ん
の
作
品
は
各
地
で
評
判
と
な
っ
た
。
そ

れ
は
文
様
の
復
刻
だ
け
で
な
く
、
藍
染
の
技
術
、
そ

し
て
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
デ
ザ
イ
ン
性
に
よ
る
も
の

だ
。
藍
染
布
に
絵
画
的
な
美
し
さ
を
感
じ
る
。
村
西

さ
ん
の
仕
立
て
た
衣
服
は
立
体
的
な
絵
画
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
伝
統
美
と
ポ
ッ
プ
な
ア
レ
ン
ジ
に
よ
り
村

西
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
光
っ
た
。
奥
ゆ
か

し
さ
と
モ
ダ
ン
な
印
象
が
共
存
す
る
、
全
く
新
し
い

美
し
さ
に
皆
は
胸
を
打
た
れ
た
の
だ
。

　

衣
服
の
藍
染
の
な
か
で
意
識
し
て
い
る
の
は

「
自
分
が
着
て
み
た
い
も
の
を
作
る
こ
と
」
と

話
す
村
西
さ
ん
。

　
「
復
元
の
た
め
の
復
元
で
は
な
く
、
今
の
時
代
と

合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
、
次

の
世
代
へ
繋
げ
る
力
だ
と
思
い
ま
す
」

　

古
い
だ
け
で
は
面
白
み
が
な
く
、
新
し
い
だ
け
で

は
深
み
が
な
い
。「
古
く
て
新
し
い
」、
つ
ま
り
「
伝

統
を
現
代
に
」
と
い
っ
た
考
え
の
も
と
、
村
西
さ
ん

の
作
品
は
い
き
い
き
と
輝
き
を
放
つ
。
そ
れ
は
40
歳

に
し
て
感
銘
を
受
け
た
金
銀
を
あ
し
ら
っ
た
近
代
的

な
水
墨
画
が
原
風
景
と
し
て
影
響
を
与
え
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
功
績
と
芸
術
性
か
ら
２
０
０
１
年
に
は
ア
メ

リ
カ
の
ベ
ル
ビ
ュ
ー
市
（
八
尾
の
姉
妹
都
市
）
の
シ

テ
ィ
ホ
ー
ル
で
展
示
会
を
開
い
た
。
２
０
０
３
年
に

は
日
ロ
文
化
交
流
で
ロ
シ
ア
国
立
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ

美
術
館
に
て
２
カ
月
間
河
内
木
綿
展
を
開
い
た
。

　

日
本
の
藍
は
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ル
ー
」
と
し
て
海

外
で
も
人
気
を
博
し
た
。
空
港
や
ホ
テ
ル
の
中
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
村
西
さ
ん
の
羽
織

後
継
者
育
て
た
い

　

近
鉄
久
宝
寺
口
駅
か
ら
歩
く
こ
と
５
分
、
ぬ
く
も

り
あ
る
木
造
の
工
房
が
姿
を
見
せ
る
。
そ
の
中
央
、

白
地
に
鮮
烈
に
染
ま
っ
た
藍
の
大
き
く
翼
を
広
げ
た

丸
い
鶴
、
そ
ん
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
河
内
木
綿
の
暖

簾
が
迎
え
て
く
れ
る
。
趣
あ
る
佇
ま
い
に
河
内
の
歴

史
を
味
わ
う
。

　

藍
工
房
村
西
の
主
宰
、
村
西
徳
子
さ
ん
（
85
）
は

こ
の
地
で
生
ま
れ
た
。村
西
さ
ん
が
誕
生
す
る
以
前
、

そ
こ
は
広
大
な
綿
畑
で
あ
っ
た
。
大
和
川
の
付
け
替

え
に
よ
っ
て
で
き
た
新
田
に
綿
が
植
え
ら
れ
た
の
は

江
戸
中
期
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
地
質
は
綿
づ
く
り

に
適
し
て
い
た
。
木
綿
産
業
は
評
判
と
な
り
、
木
綿

織
は
河
内
の
特
産
品
に
ま
で
発
展
し
た
。
や

が
て
近
代
的
な
紡
績
機
械
の
出
現
や
安
価
な

外
国
綿
の
輸
入
に
よ
り
農
業
と
し
て
の
河
内

木
綿
の
生
産
は
衰
退
し
た
。
明
治
の
末
の
話

で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
村
西
さ
ん
が
生
ま
れ
た
の
は
お

お
よ
そ
半
世
紀
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

村
西
さ
ん
は
40
年
に
わ
た
り
、
河
内
木
綿

の
復
元
・
保
存
・
製
作
・
後
継
者
の
育
成
に
尽

力
し
て
き
た
。

　

40
歳
の
と
き
、
子
ど
も
が
手
を
離
れ
、
も

と
も
と
好
き
だ
っ
た
絵
画
教
室
に
通
い
始
め

た
。
そ
こ
で
日
本
画
、
主
に
水
墨
画
の
魅
力

に
惹
か
れ
た
。
墨
だ
け
で
な
く
金
銀
を
使
っ

た
近
代
的
な
水
墨
に
は
慎
み
深
さ
と
華
や
か

さ
が
同
居
し
て
い
た
。
そ
の
世
界
観
に
魅
了

さ
れ
、
絵
を
描
き
始
め
る
。

　

１
０
０
号
の
ね
ぶ
た
の
絵
を
描
い
た
と
き

に
、
図
書
館
に
寄
贈
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
木
綿
研
究
家
の
辻
合
喜き

代よ

太た

郎ろ
う

氏
と
出

会
っ
た
。
45
歳
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
、

河
内
木
綿
文
様
藍
染
と
い
う
も
の
を
知
り
、

村
西
さ
ん
の
型
絵
の
復
元
研
究
が
始
ま
る
。
こ
れ
が

村
西
さ
ん
の
河
内
木
綿
と
の
出
合
い
で
あ
る
。

　

土
に
埋
も
れ
た
遺
跡
を
発
掘
す
る
よ
う
に
、
村
西

さ
ん
は
河
内
地
方
周
辺
で
収
集
し
た
古
布
か
ら
文
様

を
取
り
出
し
、
型
紙
を
復
刻
し
、
藍
染
布
を
作
っ
た
。

伝
統
的
な
型
紙
職
人
の
村
が
あ
る
と
知
れ
ば
、
伊
勢

鈴
鹿
へ
何
度
も
通
い
、
天
然
発
酵
の
正
藍
を
作
っ
て

い
る
紺
屋
が
あ
る
と
聞
け
ば
奈
良
の
室
生
と
い
う
山

の
奥
ま
で
足
を
運
ん
だ
。

　

ま
る
で
焼
け
野
原
の
状
態
か
ら
上
方
落
語
を
復
刻

る
河
内
木
綿
が
注
目
を
浴
び
、
声
を
か
け
ら
れ
た
。

　
「
河
内
木
綿
と
い
う
文
化
が
日
本
を
代
表
し
た
と

い
う
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
不
安
よ
り

も
そ
ん
な
誇
ら
し
さ
が
私
の
胸
を
い
っ
ぱ
い
に
し
ま

し
た
」

　

村
西
さ
ん
は
力
強
く
そ
う
語
っ
た
。

　
「
河
内
木
綿
の
素
材
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
明
る
く
、

大
き
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
て
軽
い
。
そ
し
て
多

様
性
の
あ
る
豊
か
な
文
様
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
印
象

と
し
て
海
外
で
評
価
を
受
け
ま
す
。
こ
れ
が
河
内
木

綿
の
魅
力
で
す
。

　

私
の
目
的
は
こ
の
技
術
を
後
世
へ
伝
え
る
こ
と
。

消
滅
し
か
け
て
い
た
文
化
に
私
が
も
う
一
度
、
あ
か

り
を
灯
し
ま
し
た
。
私
の
存
在
が
点
と
な
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
技
術
を
後
世
へ
受
け
継
い
で

初
め
て
点
と
点
が
線
に
な
る
の
で
す
。

　

私
は
こ
の
地
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
和
川
を
綿
畑

の
新
田
に
変
え
た
そ
の
跡
地
で
す
。
そ
の
こ
と
に
た

だ
な
ら
ぬ
運
命
を
感
じ
ま
し
た
。
45
歳
で
河
内
木
綿

の
藍
染
と
い
う
も
の
を
知
り
、
私
の
生
ま
れ
が
綿
畑

の
跡
地
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
誰
か
に
こ
こ
で
や

れ
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

伝
統
を
現
代
に
復
元
す
る
だ
け
で
な
く
、
文
化
を

次
の
世
代
に
渡
す
。
文
様
染
は
ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と

で
は
へ
こ
た
れ
な
い
、そ
ん
な
逞
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

工
芸
品
が
産
業
に
発
展
し
た
と
き
、
や
が
て
流
通
が

始
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
技
術
と
伝
承
と
人
材

の
育
成
が
こ
れ
か
ら
の
目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
」　

　

伝
統
を
現
代
に
、
そ
し
て
文
化
を
未
来
へ
と
受
け

渡
す
凛
々
し
く
も
、
つ
つ
ま
し
や
か
な
女
性
、
村
西

徳
子
は
河
内
の
宝
で
あ
る
。 

（
嶋
津
亮
太
）

　

村
西
徳
子
さ
ん
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
11
月
３
日
（
木
・
祝
）
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
１
階

光
の
プ
ラ
ザ
で
催
さ
れ
る
。

■ 

河
内
木
綿
と
生
き
る
〜
村
西
徳
子
と
河
内
木
綿
藍
染
の
世
界

　

日
程　

10
月
26
日
（
水
）~　

11
月
６
日
（
日
）
９
時
〜
17
時
（
最
終
日
は
16
時
）

■ 

河
内
木
綿
　
め
で
た
き
日
々
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　

日
程　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
14
時
開
演

　

村
西
徳
子
＋
た
み
お
（
ユ
リ
イ
カ
百
貨
店
）
＋
八
尾
の
オ
シ
ャ
レ
な
皆
さ
ん

　

場
所　

共
に
八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
１
階
光
の
プ
ラ
ザ

　

問
い
合
わ
せ　

☎
０
７
２
―
９
２
４
―
５
１
１
１
（
八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
）

藍工房村西主宰

村西 徳子さん

　

白
煙
が
車
両
の
中
を
漂
う
。
そ
の
光
景
は
見
慣
れ
な
い

も
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
自
分
を
含
め
た
全

て
の
人
が
咎
め
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
委
ね
た
方
が
異
様

だ
っ
た
。
男
の
視
線
は
ど
こ
と
な
し
に
宙
に
注
が
れ
て
い

た
。
焦
点
が
定
ま
ら
ず
浮
遊
す
る
。
そ
れ
は
力
な
く
口
か

ら
洩
れ
る
煙
と
同
種
の
不
安
定
な
た
ゆ
た
い
の
中
で
存
在

す
る
、
や
が
て
消
え
ゆ
く
幻
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

話
の
通
じ
な
い
相
手
で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
に
分
か
っ

た
。
匂
い
、
容
姿
、
佇
ま
い
。
そ
れ
ら
の
情
報
か
ら
思
い

出
す
。
幼
い
時
に
母
親
に
「
目
を
合
わ
せ
て
は
い
け
ま
せ

ん
」
と
言
わ
れ
た
時
の
あ
の
鮮
明
な
記
憶
の
中
に
い
る
人

物
と
同
じ
類
の
男
で
あ
る
。
純
粋
な
好
奇
心
が
気
ま
ま
な

行
動
を
と
ら
せ
て
い
た
あ
の
頃
の
僕
に
と
っ
て
、
そ
れ
は

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
母
の
言
葉
の
力
強

さ
に
は
有
無
を
言
わ
せ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
明
ら
か
な

異
質
を
強
引
に
排
除
す
る
。
そ
れ
は
幼
い
自
分
に
と
っ
て

特
殊
な
体
験
だ
っ
た
。
母
は
そ
の
理
由
を
教
え
て
く
れ
な

か
っ
た
。そ
し
て
僕
も
母
に
尋
ね
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。

暗
黙
の
中
で
成
立
し
た
受
諾
。
な
ぜ
だ
か
分
か
ら
な
い
が

僕
は
母
の
言
葉
を
受
け
入
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
世
の
中
に
は
得
て
し
て
実
在
す
る
こ
と
を
次
第
に

学
ん
で
い
く
。

　

男
は
煙
草
を
足
元
に
捨
て
る
と
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
ズ
ッ
ク

で
踏
み
つ
け
た
。
ズ
ッ
ク
の
色
は
、
男
の
肌
と
同
系
色
の

汚
れ
で
く
す
ん
で
い
た
。
電
車
が
次
の
駅
で
止
ま
る
と
男

は
そ
の
ま
ま
出
て
行
っ
た
。
特
急
の
通
過
待
ち
に
よ
り
し

ば
ら
く
開
い
た
ま
ま
の
扉
か
ら
は
ゆ
る
や
か
な
風
が
車

両
の
中
へ
と
流
れ
た
。
余
韻

が
消
え
る
頃
、
扉
が
閉
ま
り

電
車
が
動
き
出
す
。
乗
客
は

先
ほ
ど
ま
で
の
違
和
感
を
無

き
も
の
と
し
て
、
そ
れ
以
前

と
同
じ
よ
う
に
固
く
口
を
閉

ざ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
の

流
れ
を
保
ち
続
け
た
。
実
際

そ
れ
は
幻
だ
っ
た
か
の
よ
う

に
、
彼
ら
は
切
れ
目
の
な
い

世
界
の
内
側
に
完
結
し
て
い

た
。
僕
の
視
線
は
男
が
座
っ

て
い
た
席
の
足
元
に
向
か
っ

た
。
く
の
字
に
曲
が
り
平
た

く
な
っ
た
吸
い
殻
が
そ
の
場

所
に
い
た
男
の
存
在
を
物

語
っ
て
い
た
。

　

幼
き
日
、「
目
を
合
わ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と
言
っ
た

母
に
違
和
感
が
あ
っ
た
。
そ
の
言
葉
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま

ま
受
け
入
れ
た
自
分
の
こ
と
が
好
き
で
は
な
か
っ
た
。
な

ん
と
な
く
残
る
胸
の
も
や
が
後
ろ
め
た
い
気
分
に
さ
せ

た
。

　

そ
れ
と
同
じ
理
由
で
目
の
前
で
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う

に
や
り
過
ご
し
た
目
の
前
の
連
中
に
少
な
か
ら
ず
嫌
悪
感

を
抱
い
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
こ
の
連
中
と
同
じ
よ
う
に

何
も
で
き
な
か
っ
た
自
分
の
こ
と
が
恐
ろ
し
く
醜
い
生
き

物
の
よ
う
に
感
じ
た
。
行
動
に
準
ず
る
潔
癖
は
、
生
き
物

へ
制
裁
を
与
え
る
、
そ
の
感
触
を
知
る
こ
と
で
飛
躍
す
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
快
楽
を
も
た
ら
す
、
そ
の
感
触

を
味
わ
う
た
め
の
言
い
訳
を
自
分
の
中
で
作
り
上
げ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
人
種
や
道
徳
上
の
規
律
を
理
由
に
、
別

の
価
値
観
を
排
除
し
て
き
た
歴
史
的
独
裁
者
た
ち
の
真
意

は
や
や
も
す
れ
ば
快
楽
に
起
因
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
た
だ
快
楽
4

4

の
た
め
の
殺
戮
に
も
っ
と
も
ら
し
い
理
由

を
与
え
る
こ
と
で
説
明
の
つ
か
な
い
無
限
に
溢
れ
出
す
好

奇
心
を
正
当
化
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

多
か
れ
少
な
か
れ
、
遊
戯
的
に
ゴ
キ
ブ
リ
を
殺
す
自
分

に
は
彼
ら
と
同
じ
歪
み
が
存
在
す
る
こ
と
を
否
定
で
き
な

い
。
猫
の
体
に
石
を
打
ち
つ
け
た
言
い
よ
う
の
な
い
質
感

が
、
増
長
さ
せ
る
異
質
へ
の
嫌
悪
。

　

自
分
に
足
り
な
い
の
は
信
念
だ
。
興
味
本
位
で
起
こ
す

行
動
で
は
な
く
。
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
を
説
明
す
る
論
理

的
な
理
由
。
そ
れ
は
後
付
け
で
も
良
い
。
な
ぜ
そ
う
な
る

に
至
っ
た
の
か
を
共
感
で
き
る
理
由
さ
え
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
も
し
く
は
創
作
4

4

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
人

は
落
と
し
ど
こ
ろ
を
得
て
安
心
す
る
。
人
を
襲
う
単
純
に

し
て
わ
だ
か
ま
り
を
残
す
脅
威
は
、
不
可
解
な
行
動
で
あ

る
。
理
由
の
分
か
ら
な
い
も
の
に
人
は
恐
怖
す
る
。
反
対

に
、
理
由
さ
え
分
か
れ
ば
ど
れ
ほ
ど
残
虐
な
行
動
で
も
、

ど
れ
ほ
ど
非
道
徳
な
行
動
で
も
納
得
で
き
て
し
ま
う
の
が

人
間
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
世
代
の
異
な
る
者
の
価
値
観

の
ず
れ
に
対
す
る
嫌
悪
感
と
明
確
な
理
由
か
ら
起
き
る
不

倫
で
は
、
人
道
的
な
基
準
か
ら
す
れ
ば
後
者
の
方
が
罪
は

重
た
い
よ
う
に
思
う
が
、恐
怖
を
抱
く
の
は
前
者
で
あ
る
。

人
間
は
理
由
を
探
し
て
生
き
て
い
る
。

　
「
な
ん
と
な
く
」
や
「
む
し
ゃ
く
し
ゃ
し
て
い
た
」
な

ど
の
理
由
で
犯
す
罪
と
、
殺
さ
れ
た
父
の
敵
討
ち
に
よ
っ

て
犯
す
罪
。
同
じ
罪
の
重
さ
で
も
受
け
取
り
方
が
違
う
。

つ
ま
り
は
演
出
に
よ
っ
て
罪
を
軽
く
で
き
る
。
揺
れ
動
く

各
駅
停
車
の
車
両
の
中
で
僕
は
、
こ
の
単
純
な
仕
組
み
に

気
付
い
た
。
こ
の
発
見
に
全
身
の
毛
と
い
う
毛
が
逆
立
つ

衝
動
が
駆
け
巡
っ
た
。
薄
氷
の
上
を
踏
み
進
む
よ
う
に
、

細
心
の
注
意
を
払
い
、
何
度
も
頭
の
中
で
繰
り
返
し
た
。

　

大
学
の
授
業
は
普
段
と
変
わ
ら
ず
、
た
だ
た
だ
消
費
さ

れ
て
い
く
だ
け
の
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
講
義
を
受
け

て
い
る
間
、教
室
に
座
る
学
生
た
ち
を
眺
め
て
過
ご
し
た
。

僕
の
考
え
に
共
鳴
す
る
人
間
は
こ
の
中
に
ど
れ
ほ
ど
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
教
授
の
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
る
者

の
数
よ
り
少
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
か
す
る
と
１
人
も
い
な

い
か
も
し
れ
な
い
。

　

斜
め
前
の
席
の
２
人
の
女
子

が
こ
そ
こ
そ
と
話
を
し
て
い

た
。
２
人
と
も
筆
箱
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
立
て
か
け
て
い

て
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
液
晶
が

光
る
。
栗
色
に
染
め
た
長
め
髪

の
女
の
チ
ー
ク
は
赤
過
ぎ
た
。

も
う
１
人
は
対
照
的
に
黒
髪
で

化
粧
の
ト
ー
ン
も
ナ
チ
ュ
ラ
ル

だ
っ
た
。
殺
す
な
ら
ば
黒
髪
の

方
だ
と
思
っ
た
。

　

校
舎
を
出
る
と
西
の
空
は
赤

く
染
ま
っ
て
い
た
。
も
う
一
度

昼
間
、
電
車
で
出
会
っ
た
男
と

出
会
い
た
い
と
思
っ
た
。
あ
の

男
と
い
う
素
材
は
、
僕
の
願
望

を
果
た
す
の
に
適
し
て
い
た
。
で
き
る
な
ら
ば
悲
し
む
人

が
少
な
い
方
が
い
い
。
で
き
る
な
ら
ば
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
誰
か
が
助
か
れ
ば
い
い
。
で
き
る
な
ら
ば
世
間
か
ら
排

除
さ
れ
る
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
方
が
い
い
。
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
た
状
態
が
好
都
合
で
あ
り
、
需
要
が

な
い
場
合
に
は
作
為
的
に
生
み
出
す
こ
と
も
必
要
だ
。

　

僕
の
足
は
自
然
と
河
川
敷
に
向
か
っ
て
い
た
。
茜
色
の

夕
日
は
堤
防
の
向
こ
う
側
に
沈
み
、
風
が
吹
く
と
少
し
肌

寒
か
っ
た
。
横
幅
の
大
き
い
川
は
、
絶
え
ず
そ
の
流
れ
を

奏
で
る
。
橋
の
か
か
る
そ
の
上
は
ラ
イ
ト
を
点
け
た
車
が

滑
る
よ
う
に
速
度
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
し
な
が
ら
走
っ

て
い
た
。
遠
く
か
ら
見
て
い
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
灯
り
が

交
差
す
る
こ
と
な
く
潤
滑
に
前
進
し
て
い
る
様
が
見
事
で

あ
っ
た
。
１
つ
１
つ
の
光
が
意
志
を
持
っ
て
お
互
い
の
光

を
気
遣
い
な
が
ら
同
じ
方
向
へ
進
む
。

　

そ
の
光
景
に
感
動
し
な
が
ら
高
架
下
ま
で
歩
い
た
。
空

は
す
で
に
明
り
を
失
い
、
闇
に
包
ま
れ
て
い
る
。
橋
の
上

の
白
熱
灯
が
暗
闇
に
残
像
を
作
り
、
物
寂
し
い
印
象
を
与

え
た
。
橋
の
下
、
白
熱
灯
の
光
さ
え
差
し
込
ま
な
い
深
い

影
に
気
配
を
感
じ
た
。
き
っ
と
こ
こ
な
ら
ば
あ4

の
類
4
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の
男
が
い
る
だ
ろ
う
と
見
当
を
つ
け
て
い

た
。
そ
し
て
、
確
か
に
目
の
前
に
小
さ
な
肩
か

ら
延
び
る
、
汚
れ
た
細
い
腕
が
見
え
た
。
僕
の

鼓
動
は
胸
部
を
中
心
に
大
き
く
打
っ
た
。

感 

触
嶋
津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

次
号
（
11
月
15
日
付
）
に
続
く

感 触

―⑨―

近
頃
の
日
本
の
ラ
テ
ン
音
楽

は
ひ
と
頃
に
く
ら
べ
る
と

か
な
り
下
火
で
あ
る
。

タ
ン
ゴ
や
ラ
テ
ン
の
曲
と

ジ
ャ
ズ
は
日
本
人
の
耳
を

リ
ズ
ム
の
面
で
国
際
的
感
覚
に
ま

で
育
て
た
。
世
界
で
は
ジ
ャ
ズ
が

ラ
テ
ン
音
楽
と
の
融
合
を
積
極
的

に
進
め
て
、
ラ
テ
ン･

ジ
ャ
ズ
や

サ
ル
サ
な
ど
を
生
み
出
す
一
方
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
バ
が
ジ
ャ
ズ
の

要
素
を
取
り
入
れ
て
ボ
サ
ノ
バ
が

生
ま
れ
た
。
こ
の
様
な
流
れ
を
受

け
て
、
渡
辺
貞
夫
が
ボ
サ
ノ
バ
を
、

そ
し
て
松
岡
直
也
が
ラ
テ
ン･

ジ
ャ
ズ
を
日
本

に
持
ち
込
ん
だ
が
、
か
つ
て
の
ラ
テ
ン
音
楽
の

よ
う
に
全
国
津
々
浦
々
ま
で
は
行
き
渡
っ
て
は

い
な
い
。
ジ
ャ
ズ
の
変
化
は
耳
の
感
覚
の
進
ん

だ
ジ
ャ
ズ
派
の
若
者
の
世
代
交
代
に
は
役
立
っ

た
が
、
ラ
テ
ン
派
の
若
者
も
サ
ル
サ

に
移
動
し
て
、
従
来
型
の
ラ
テ
ン
音

楽
を
愛
す
る
愛
好
家
の
世
代
交
代
は

進
ま
な
か
っ
た
。
そ
し
て
タ
ン
ゴ
に

は
年
配
者
だ
け
が
残
っ
た
。

日
本
で
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
タ

ン
ゴ
以
外
は
タ
ン
ゴ
で
な
い

と
す
る
風
潮
が
一
部
に
根
強
く
あ
る

よ
う
に
思
え
る
。
趣
味
の
世
界
で
あ

る
か
ら
、
深
く
細
か
く
掘
り
下
げ
る

の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
も
、
コ
ン

チ
ネ
ン
タ
ル
タ
ン
ゴ
や
日
本
製
の
タ

ン
ゴ
は
タ
ン
ゴ
の
部
類
に
入
ら
な
い

と
す
る
の
は
い
さ
さ
か
納
得
が
ゆ
か

な
い
。
高
価
な
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
を
購
入
し
、
音

階
ど
お
り
に
並
ん
で
い
な
い
奇
怪
な
ボ
タ
ン
の

配
列
に
苦
し
み
な
が
ら
タ
ン
ゴ
を
習
っ
て
前
進

し
よ
う
と
す
る
数
少
な
い
若
者
も
、
年
配
者
の

フ
ァ
ン
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
タ
ン
ゴ
以
外
は

タ
ン
ゴ
で
な
い
と
い
わ
れ
る
と
、
そ
こ
で
足
が

す
く
ん
で
し
ま
う
。

や
が
て
職
業
に
専
念
す
る
こ
と
に
方
向
を

変
え
て
、
バ
ン
ド
ネ
オ
ン
は
棚
の
片
隅

に
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
。
現
役
で
活
躍
し
て

い
る
タ
ン
ゴ
演
奏
家
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
・
タ
ン
ゴ
を
優
先
し
て
並
べ
、
コ

ン
チ
ネ
ン
タ
ル
タ
ン
ゴ
や
日
本
の
タ
ン
ゴ
、
自

作
の
タ
ン
ゴ
は
遠
慮
が
ち
に
加
え
て
い
る
。

来
聴
者
が
そ
れ
で
い
い
と
し
て
も
、
そ
の

大
半
が
年
配
者
だ
と
す
れ
ば
や
が
て
日

本
の
音
楽
界
か
ら
タ
ン
ゴ
は
消
え
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。
世
代
交
代
の
準
備
が
で
き
て
い

な
い
タ
ン
ゴ
愛
好
家
の
次
世
代
を
守
る
た
め
に

は
、
啓
蒙
へ
の
入
り
口
を
も
っ
と
広
げ
る
必
要

が
あ
る
。

 

（
つ
づ
く
）

こ
れ
か
ら
の
ラ
テ
ン
音
楽戦前・戦後のラテン音楽とその周辺戦前・戦後のラテン音楽とその周辺 12

ラテン音楽愛好家　緒方　馨ラテン音楽愛好家　緒方　馨

　「この歌の意味はだね。
私の住まいは都の南東に
あって、心静かに暮らして
いるが、世間の人は、この
山を、世の中を嫌って住む
宇治山だと言っているとい
うことだよ。憂しと宇治の
掛け詞だね」
　「鹿はどこに出てくるの
よ」
　納得のゆかないママが聞く。
　「鹿は掛け詞というだけで、しかぞ住むというの
は、このように心静かに住んでいますということだ
よ」
　大伴が不満そうに富田を見て言う。
　「辰己の次は午

うま

なのに鹿がきているっていうのは
不思議だって思いませんか」
　「君の言いたいのは、鹿をさして馬という、とい
うことだろう。秦の趙

ちょうこう

高が皇帝に馬だと言って鹿を
献上、これを正しく鹿だと言った者を罰したという
話だ。しかし考えすぎだよ。カッカッ」
　「難しい話。でもさすがやっちゃんね。もう１人
の安倍仲麿の歌って、天の原ふりさけ見れば…って
のじゃなかった」
　ママの言葉に戸田が解説する。
　「天の原ふりさけ見れば春日なる／三笠の山に出
でし月かも（古今和歌集406）ですやろ。この歌の
意味はですなあ。昔尼さんが野原で月見してますね
ん。貧乏なもんやから酒が買えんで、酒の糟を水に
溶いて飲みますねんがな。尼、野原、振り酒みれば
糟が鳴る。つまり徳利を振ったら中の糟が鳴ります
ねん。そうこうしているうちに三笠山に月が出たと
いう話ですねん」
　「アハハ、ベッカムちゃんの解説はよく分かるわ。
でも最後の、かもって何よ」
　ママが突っ込む。
　「かもて、そら野原や、蚊も出てきますやろ」
　「グフ、グフ」
　戸田の返答に富田が変な笑い方をしてから話を続
ける。
　「これで都の辰己のとんでもない話を忘れられる
よ。もう一つの都の辰己が山科だと言ってるようだ
が、山科と言ったら君、それは小野小町だよ。随心

院という彼女ゆかりの寺が
あるじゃないか。カッカッ」
　大伴は黙り込んでしまっ
た。
　富田は妻を亡くして独身
でもあるだけに、随分ママ
に入れ込んでいるようだ。
さかんに食事に誘ってい
る。ママも彼のブランドに
まんざらでもなさそうだ。

建前ではどこかの銀座のママのように、男は年収で
も肩書きでも外見でもない、とはいうが、案外本音
は、誰でももっと現実的なのかもしれない。
　ツルピカ頭の戸田は自分のことをベッカムと言っ
ているが、年収と肩書きがあれば、戸田だってベッ
カム様に見えてしまうのかもしれない。ハゲが嫌い
でお店のママは務まらない。
　新しい携帯電話を見せながら富田がママに得意そ
うに話しかけた。
　「ママは携帯持ってるの」
　はじめて携帯を持ったらしい。
　「そりゃ持っているわよ。掛けてみましょうか」
　嬉しそうに富田は番号をママに教える。
　「番号は当分誰にも教えないつもりなんだよ。読
書ができなくなるからね。クックッ。それよりママ、
梅雨が明けたら貴船の川床で昼食なんてどう。なじ
みの店があるんだ。夏は貴船だよ。カッカッ」
　「高いんでしょ」
　「たいしたことないよ。１人２、３万で充分。ラ
ンチだよランチ」
　富田とママの会話を頭のどこかで聞きながら大伴
はかなり酩酊していた。酔っているからか、富田が
気に入らないからか、頭がふらふらしてくる。ここ
で彼は店を出た。ママが見送ってくれたことは多少
覚えているが、後は記憶がない。
　この推理小説に筆者が登場するのは少し場違いか
と思ったのだが、ここは我慢してほしい。実はこの
店「ダイヤモンド」へは、私こと十帖田も行ったこ
とがあるからだ。こう書くとノンフィクションのよ
うだが、もちろんフィクションだ。ここで少し登場
してしまったことで後から起こった事件に巻き込ま
れてしまい、私までが犯人にされそうになるのだ。
しかし断じて、天地神明に誓って私は犯人ではない。
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ベ
ー
ス
は
西
川
さ
と
し
さ

ん
、
リ
ズ
ム
と
洗
練
さ
れ
た

奏
法
に
は
定
評
が
あ
る
。
雰

囲
気
は
も
の
静
か
な
ベ
ー
ス

奏
者
だ
が
、
ラ
テ
ン
コ
ン
ボ

や
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
に
も
参
加

す
る
楽
し
い
一
面
を
持
っ
て

い
る
。

　

テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
は
里
村

稔み
の
るさ
ん
、
イ
ン
ス
ト
ル
メ

ン
タ
ル
や
ボ
ー
カ
ル
の
伴

奏
、
何
で
も
来
い
の
楽
し
い

サ
ッ
ク
ス
奏
者
だ
。
し
か
し

た
だ
の
器
用
貧
乏
で
は
な

い
、
ハ
ー
ド
バ
ッ
プ
や
様
々

な
ラ
イ
ブ
会
場
で
独
特
の
エ

モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
感
を
披
歴
し

て
い
る
。

　

ド
ラ
ム
ス
は
田
中
ヒ
ロ
シ

さ
ん
、
髪
形
と
同
じ
く
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
も
地
味
め
だ
が
、

ド
ラ
ミ
ン
グ
は
ス
テ
デ
ィ

だ
。
長
年
に
わ
た
り
神
戸
の

ジ
ャ
ズ
シ
ー
ン
で
活
躍
し
て

お
り
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手

ま
で
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

　

ラ
イ
ブ
は
午
後
７
時
半
開

始
。
会
費
は
４
、
０
０
０
円

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）、
定

員
は
40
人
。

　

問
い
合
わ
せ
は 

Ｂ
―
Ｒ

ｏ
ｘ
ｙ 

（
大
阪
市
中
央
区
日

本
橋
１
―
20
―
９ 
ジ
ョ
ー

ト
ウ
ビ
ル
Ｂ
１
、
☎
（
06
―

６
６
３
３
―
８
２
０
５
）へ
。

Jazz in Time ②
楽しいライブ

　

来
た
る
11
月
12
日
㈯
に
大

人
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
「
Ｊ
ａ

ｚ
ｚ 

ｉ
ｎ 

Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
②
」

が
開
催
さ
れ
る
。
会
場
は
ミ

ナ
ミ
の
老
舗
ジ
ャ
ズ
バ
ー

「
Ｂ
―
Ｒ
ｏ
ｘ
ｙ
」。

　

ラ
イ
ブ
は
２
人
の
ボ
ー
カ

リ
ス
ト
を
中
心
に
、
様
々
な

楽
曲
が
楽
し
め
る
。
歌
姫
の

横
顔
を
紹
介
し
よ
う
。
宮
藤

晃あ

妃き

さ
ん
は
「
神
戸
新
開
地

ジ
ャ
ズ
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ク
ィ
ー

ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
ク
ィ
ー

ン
の
栄
誉
に
輝
い
た
実
力
派

だ
。
持
ち
前
の
雰
囲
気
と
伸

び
の
あ
る
歌
声
で
フ
ァ
ン
が

多
い
。臼
井
優
子
さ
ん
は
黒
っ

ぽ
い
個
性
的
な
ボ
ー
カ
ル
で

評
価
が
高
い
。
味
の
あ
る
ハ

ス
キ
ー
ボ
イ
ス
は
日
本
人
離

れ
し
た
魅
力
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

バ
ッ
ク
を
つ
と
め
る

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
４
人
。

　

ピ
ア
ノ
は
志
水
愛ま

な
みさ
ん
、

ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
の
頃
か
ら
ホ

レ
ス
シ
ル
バ
ー
、
レ
ッ
ド

ガ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ス
カ
ー

ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
を
弾
き
ま
く

り
、
今
や
関
西
で
も
有
数
の

売
れ
っ
子
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
。

老
舗
ジ
ャ
ズ
バ
ー
で
大
人
の
ラ
イ
ブ11月12日㊏　B-Roxy

臼井優子さん宮藤晃妃さん

 河内木綿 40年かけて
復元・保存・製作

心を込めて筆を運ぶ村西徳子さん
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災
害
時
対
応
の

「
人じ

ん

引び
き

車し
ゃ

」パイプイス人引車 26,500 円（税別） 室内外兼用人引車 77,500 円（税別）

大
好
評
に
つ
き
受
注
後

約
20
日
で
納
品
し
ま
す

日常は室内で使用、
緊急時は避難用に使用

11
現代生き方指南

　【
精
進
に
つ
い
て
】

　

精
進
と
は
努
力
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
の
日
本
人

に
お
い
て
は
無
意
味
な
努
力
の
し
す
ぎ
だ
と
思
わ
れ

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
日
本
人
に
は
正
し

い
努
力
、
つ
ま
り
「
精
進
」
を
教
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

本
来
は
努
力
す
る
こ
と
が
精
進
で
あ
る
が
、「
い

い
か
げ
ん
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。「
い
い
か
げ
ん
」

と
は
決
し
て
ぬ
る
ま
湯
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

例
え
ば
熱
い
お
風
呂
が
好
き
な
人
に
は
熱
い
お
風

呂
が
い
い
か
げ
ん
で
あ
り
、
ぬ
る
い
お
風
呂
が
好
き

な
人
に
と
っ
て
は
ぬ
る
い
お
風
呂
が
い
い
か
げ
ん
で

あ
る
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
32
℃
～
33
℃
の
と
こ

ろ
か
ら
来
た
人
は
25
℃
～
26
℃
が
涼
し
く
思
う
し
、

22
℃
～
23
℃
の
と
こ
ろ
か
ら
来
た
人
は
暑
く
思
う
。

い
わ
ゆ
る
そ
の
人
、
そ
の
場
に
応
じ
た
「
い
い
か
げ

ん
」
が
あ
る
。

　

何
事
に
お
い
て
も
人
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
よ
い
意

味
で
の
い
い
か
げ
ん
さ
が
あ
る
。し
か
る
に
そ
の
時
・

場
所
・
人
・
状
態
に
応
じ
た
「
い
い
か
げ
ん
」
を
見

つ
け
て
い
く
の
が
智
慧
で
あ
る
。
故
に
精
進
と
は

し
ゃ
か
り
き
に
な
っ
て
努
力
す
れ
ば
い
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は「
の
ん
び
り
」

す
る
こ
と
も
精
進
と
な
る
。

　【
禅
定
に
つ
い
て
】

　

禅
定
と
は
、
一
口
に
言
え
ば
座
禅
で
あ
る
。
僧
侶

が
じ
っ
と
す
わ
っ
て
座
禅
す
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
て

い
る
が
、
あ
る
意
味
で
は
禅
と
は
自
由
に
心
を
遊
ば

せ
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　

精
神
統
一
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
だ
わ

り
す
ぎ
て
い
る
精
神
を
解
放
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　

い
わ
ゆ
る
禅
は
精
神
統
一
で
あ
る
と
同
時
に
心
を

遊
ば
せ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の
２
つ
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
の
が
真
の
禅
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
で
き

る
よ
う
に
工
夫
す
る
の
が
智
慧
で
あ
る
。

　【
八
正
道
に
つ
い
て
】

　

八
正
道
は
難
し
い
。
我
々
凡
人
に
お
い
て
は
八
正

道
の
１
つ
も
実
行
で
き
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、

難
し
い
と
か
挫
折
感
と
い
う
も
の
は
性
急
な
〝
意
識

一
心
〟
が
そ
う
さ
せ
る
の
だ
。

　

偽
我
の
自
分
を
少
し
で
も
な
く
す
た
め
に
は
、
八

正
道
の
意
味
を
理
解
し
、
少
し
で
も
実
践
し
て
み
る

こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
物
の
見
方
・
考
え
方
・
行
動

が
八
正
道
に
適
っ
た
も
の
に
な
っ
て
く
る
。

　

八
正
道
は
ま
ず
反
省
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
反
省
は
客
観
的
立
場
か
ら
自
分
を
見
つ
め
、
相

手
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
自
分
の
欠
点
が

見
い
だ
さ
れ
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
し

て
自
分
の
欠
点
を
１
つ
１
つ
あ
ら
た
め
、
偽
我
の
な

い
自
分
を
形
成
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
け
ば
、
八

正
道
実
践
へ
の
道
は
開
け
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

八
正
道
の
正
見
・
正
思
・
正
語
・
正
業
・
正
命
・

正
進
・
正
念
・
正
定
こ
そ
中
道
の
フ
ィ
ル
タ
ー
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　

参
考
ま
で
に
八
正
道
の
詳
し
い
意
味
を
次
に
ま
と

め
て
お
き
た
い
。

　

◎
八
正
道
（
聖
な
る
八
の
部
分
よ
り
成
る
道
）

　
理
性
を
鍛
錬
す
る

　

正
見
…
〈
正
し
く
見
る
〉
仏
陀
の
根
本
的
思
想
に

対
す
る
正
し
い
見
解
。

　

正
思
…
〈
正
し
く
考
え
る
〉
仏
陀
の
根
本
的
思
想

に
対
す
る
正
し
い
熟
慮
。

　

正
語
…
〈
正
し
く
言
う
〉

　
意
志
を
鍛
錬
す
る

　

正
業
…
〈
正
し
く
行
動
す
る
〉
正
思
と
同
様
の
熟

慮
を
口
と
身
体
で
表
す
こ
と
。
意
業
と
し
て
の
正
思

と
口
業
・
身
業
と
し
て
の
正
語
・
正
業
と
が
三
業（
身
・

口
・
意
）
と
し
て
働
け
ば
正
見
が
成
就
す
る
か
ら
、

こ
れ
ら
の
３
つ
は
正
見
と
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
。

　

正
命
…
〈
正
し
く
生
活
す
る
〉
正
し
い
生
活
と
い

う
こ
と
で
、
身
・
口
・
意
の
働
き
が
統
一
的
に
正
見

を
離
れ
な
い
生
活
の
こ
と
。

　

正
進
…
〈
正
し
く
努
力
す
る
〉
正
命
の
基
礎
と
な

る
正
し
い
努
力
と
正
し
い
専
念
。

　
精
神
を
鍛
練
す
る

　

正
念
…
〈
正
し
く
修
行
の
目
的
を
心
に
留
め
て
い

る
こ
と
〉
外
界
の
方
に
向
か
っ
て
い
た
正
思
を
再
び

内
心
の
方
に
向
け
直
し
て
思
い
を
一
点
に
集
中
す
る

こ
と
。

　

正
定
…
〈
正
し
く
瞑
想
す
る
こ
と
〉
正
し
い
精
神

統
一

　

※
八
種
は
有
機
的
に
関
係
し
て
い
る
が
、
正
見
と

正
定
は
悟
り
に
対
す
る
目
的
と
手
段
を
明
示
す
る
も

の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　

日
常
生
活
の
実
践
の
中
で
繰
り
返
し
反
省
し
、
繰

り
返
し
努
力
す
る
。
そ
の
繰
り
返
し
繰
り
返
し
に

よ
っ
て
般
若
（
智
慧
）
が
確
立
さ
れ
て
い
く
。
さ
す

れ
ば
仏
教
の
教
え
に
沿
っ
た
生
き
方
が
お
の
ず
と
身

に
つ
き
備
わ
っ
て
く
る
。

　

我
々
各
自
に
お
い
て
、
物
の
考
え
方
と
い
う
も
の

は
す
べ
て
に
お
い
て
様
々
な
環
境
の
中
で
そ
の
状
況

に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
正

解
か
ひ
と
つ
し
か
な
い
と
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
ま

た
自
分
の
考
え
方
や
特
定
の
考
え
方
を
押
し
付
け
た

り
し
て
は
い
け
な
い
。
様
々
な
考
え
方
を
受
容
す
る

複
眼
的
思
考
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　

例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
参
考
に
物
事
を
考

え
た
い
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
が
以
前
ア
フ
リ
カ
の

あ
る
村
で
マ
ラ
リ
ア
撲
滅
運
勦
を
や
っ
た
。
そ
の
結

果
、
運
動
は
成
功
し
た
が
、
マ
ラ
リ
ア
が
な
く
な
っ

た
こ
と
で
人
び
と
が
増
え
、
多
く
の
人
た
ち
が
餓
死

し
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
う
わ
べ
だ
け
見
て
ミ
ク
ロ

の
世
界
の
論
理
で
も
っ
て
マ
ラ
リ
ア
を
悪
と
し
て
消

滅
さ
せ
た
ま
で
は
よ
か
っ
た
が
、
マ
ク
ロ
の
世
界
で

は
そ
れ
は
必
要
悪
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
誰
も
そ
こ

ま
で
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
と
い
う
こ
と
を
あ
る
書
物
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ

る
。

　

人
間
が
ど
ん
な
に
努
力
を
し
、
よ
か
れ
と
思
っ
て

い
る
こ
と
で
も
、
よ
く
な
い
こ
と
は
い
く
ら
で
も
あ

る
。
そ
う
い
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
ず
に
、

こ
の
世
の
中
で
も
っ
て
善
悪
の
判
断
を
す
る
こ
と
を

仏
教
は
た
し
な
め
て
い
る
。
し
か
る
に
私
た
ち
は
完

全
な
る
善
悪
の
判
断
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を

し
っ
か
り
と
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

換
言
す
れ
ば
、
人
は
全
て
に
お
い
て
自
分
だ
け
の
心

の
も
の
さ
し
で
は
か
っ
て
物
事
の
善
悪
を
判
断
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

仏
教
の
思
想
は
大
き
く
２
つ
、
他
力
仏
教
（
他
力

本
願
）
と
自
力
仏
教
（
自
力
本
願
）
と
に
分
か
れ
る
。

自
分
で
八
正
道
や
六
波
羅
密
の
修
行
を
し
十
善
戒
を

守
っ
て
彼
岸
に
到
達
し
よ
う
、
仏
に
な
ろ
う
と
い
う

教
え
。
ま
た
一
方
は
阿
弥
陀
様
の
慈
悲
を
頼
り
に
。

換
言
す
れ
ば
、
彼
岸
に
到
達
す
る
た
め
に
自
力
で
は

な
く
他
力
を
頼
り
に
し
て
。
ま
た
阿
弥
陀
様
に
救
わ

れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、「
報
恩
感
謝
」
の
念
仏
を
と

い
う
よ
う
に
自
力
と
他
力
に
分
か
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
仏
教
信
仰
の
教
え
は
、
自
力
・
他

力
に
か
か
わ
ら
ず
前
述
の
よ
う
に
彼
岸
に
到
達
す
る

た
め
に
、仏
に
な
る
た
め
に
仏
の
教
え
に
従
い
、我
々

は
日
々
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
、
ど
の
よ
う
な
生
活

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
間
の
究
極
の
喜
び
と
は

人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

信
心
・
信
仰
は
学
問
で
は
な
い
。
信
心
・
信
仰
が

な
け
れ
ば
本
当
の
意
味
で
の
仏
教
を
理
解
す
る
こ
と

は
不
可
能
だ
。

　

信
心
・
信
仰
＝
宗
教
活
動
の
意
識
的
側
面

　

私
な
り
に
「
信
心
・
信
仰
」
を
経
験
と
体
験
そ
し

て
参
考
文
献
を
も
と
に
主
張
・
信
念
・
持
論
を
ま
と

め
て
み
る
。

　

本
当
の
信
心
・
信
仰
を
理
解
し
な
い
で
、
人
か
ら

勧
め
ら
れ
た
り
、
引
っ
張
り
込
ま
れ
た
り
、
口
車
に

乗
っ
た
ば
っ
か
り
に
、
信
心
・
信
仰
ご
っ
こ

4

4

4

を
し
て

大
変
な
目
に
あ
っ
た
り
、
高
額
の
金
銭
を
出
し
た
り

し
て
後
に
な
り
気
が
つ
き
困
っ
て
い
る
人
を
見
た
り

聞
い
た
り
す
る
が
、
信
心
・
信
仰
は
神
や
仏
に
〝
お

願
い
（
請
求
書
的
考
え
）〟
す
る
も
の
で
は
な
く
、

日
々
に
お
い
て〝
感
謝
の
気
持
ち（
領
収
書
的
考
え
）〟

を
い
だ
き
、
理
論
や
理
屈
を
抜
き
に
し
て
、
た
だ
ひ

た
す
ら
に
仏
の
教
え
を
信
用
し
て
、
仏
の
教
え
に
も

と
づ
き
（
従
い
）、〝
正
法
に
沿
っ
た
中
道
の
心
〟
で

も
の
を
見
、
語
り
、
思
い
、
日
常
生
活
に
お
い
て
実

践
し
、
修
行
し
、
全
て
に
お
い
て
反
省
と
努
力
を
繰

り
返
し
、
そ
し
て
仏
の
ま
ね
を
し
て
生
き
て
い
く
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
般
若
の
智
慧
が
身
に
つ
き

備
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
繰
り
返
し
繰
り
返
し
を
し
て

い
く
こ
と
が
、
信
心
・
信
仰
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
以
上
全
て
私
の
主
張
・
信
念
・
持
論
で

あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
人
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
方
や
理

解
の
仕
方
が
あ
る
。
ま
た
人
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
・
信

念
・
持
論
が
あ
る
こ
と
を
私
自
身
も
認
識
し
て
い
る

が
、
私
な
り
の
考
え
方
が
一
人
で
も
多
く
の
人
に
理

解
し
て
い
た
だ
け
、
お
役
に
立
つ
こ
と
を
願
う
。

企
業
経
営
者
で
僧
侶
の
松
茂
良
興
真
住
職
の
法
話
を
連
載
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国
際
医
術
学
院

学
院
長

光
田
年
寿

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
２
丁
目
４―

８

長
堀
プ
ラ
ザ
ビ
ル
５
階
Ｆ
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
０
６―

６
２
４
４―

０
３
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ：
０
６―

６
２
４
４―

０
３
９
９

〒542-0081

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）

在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
協
会

理
　
事

坂
口
　
健
太
朗

大
阪
府
松
原
市
上
田
４―

１―

26

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
２
）
２
０
６―

８
５
７
８

〒580-
0016

映
像
制
作
・
イ
ベ
ン
ト
・
広
告
の
こ
と
な
ら

株
式
会
社
コ
ン
セ
プ
ト

代
表
取
締
役
　

尾
花
　
英
隆

〒547-0022

大
阪
市
平
野
区
瓜
破
東
２―

５―

49

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６―

６
７
０
３―

０
０
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
０―

３
１
５
６―

７
０
１
９

総
合
診
療
所　
あ
い
し
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒583-
0885

〒583-
0885

羽
曳
野
市
南
恵
我
之
荘
２
丁
目
１―

28

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
２
）
９
３
３―

０
４
２
８

羽
曳
野
市
南
恵
我
之
荘
２
丁
目
３―

９

カ
ー
サ
ヴ
ェ
ル
デ
１
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
２
）
９
５
１―

９
０
７
２

事
務
所

森
井
整
骨
院

は
い
は
い
メ
ソ
ッ
ド
・
水
素
療
法

（
日
本
水
素
療
法
協
会
会
長
）

院
　
長

森

井

隆

喜

〒
578―

0941
　
東
大
阪
市
岩
田
町
３―

７―

26

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
06
）
６
７
２
２―

５
２
２
５

（
近
鉄
奈
良
線
・
岩
江
岩
田
駅
よ
り
徒
歩
５
分
）

株
式
会
社
ア
イ
シ
ー
ド

〒541-0057
大阪市中央区北久宝寺町

3-5-12-9F
TEL06-6252-7737
FAX06-6252-7738

営
業
部
木
村
達
也

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

２４

診
療
科
　
内
科
・
小
児
科

住
　
所
　
〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間
　
月
〜
土
　
午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　
月
・
火
・
水
・
金
　
午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日
　
祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院樹木葬
永代供養

〜
花
の
下
で
眠
り
た
い
〜

法
浄
霊
園

自
然
葬
「
み
の
り
」

〒581-0864
八尾市山畑290番地

ご遺骨のご相談は
072-943-5544
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夕
方
に
な
っ
て
ル
ア
ン
ガ
川
を
渡
る

象
の
群
れ
を
見
に
行
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
象
の
群
れ
に
出
会
え

る
か
ど
う
か
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
川

岸
で
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
潜
ん
で
二

時
間
ほ
ど
待
ち
ま
し
た
が
、
象
の
群
れ

は
な
か
な
か
や
っ
て
来
ま
せ
ん
。

　

や
が
て
陽
が
傾
い
て
き
ま
し
た
。「
今

日
は
無
理
か
」
と
思
い
な
が
ら
待
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
象

が
二
頭
、
ゆ
っ
く
り
と
水

の
中
に
入
っ
て
来
ま
し
た
。

最
初
の
象
が
川
の
中
ご
ろ

ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
、
大

小
の
象
が
後
に
続
い
て
ゾ

ロ
ゾ
ロ
と
川
を
渡
り
だ
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
全
部
で

二
十
頭
ほ
ど
の
群
で
、
時

間
を
か
け
ゆ
っ
く
り
と
川

を
渡
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

動
物
の
保
護
区
で
も
、

じ
つ
は
そ
う
頻
繁
に
動
物

の
姿
を
見
ら
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
中

探
し
ま
わ
っ
て
も
、
見
か
け
る
の
は
草

食
動
物
か
ヒ
ヒ
の
仲
間
ぐ
ら
い
で
す
。

ア
フ
リ
カ
ら
し
い
光
景
に
出
会
っ
た
の

は
、
お
そ
ら
く
象
の
群
れ
が
川
を
渡
る

と
こ
ろ
に
出
会
っ
た
の
が
初
め
て
で
、

ア
フ
リ
カ
に
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と

感
じ
ま
し
た
。

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
へ
登
る

　

約
十
カ
月
間
に
わ
た
る
ザ
ン
ビ
ア
滞

在
を
終
え
た
五
月
の
末
、
東
ア
フ
リ
カ

航
空
で
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
首
都
ダ
レ
ス
サ

ラ
ー
ム
へ
向
か
い
ま
し
た
。
目
的
は
キ

リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
に
登
る
た
め
で
す
。
キ

リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
北
部
ケ

ニ
ア
と
の
国
境
に
あ
る
山
で
、
標
高
五

千
八
百
九
十
五
メ
ー
ト
ル
。
ア
フ
リ
カ

大
陸
の
最
高
峰
で
す
。

　

空
港
を
出
る
と
、
た
く
さ
ん
の
人
が

ど
っ
と
押
し
寄
せ
て
き
て
取
り
囲
ま
れ

ま
し
た
。
彼
ら
は
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

で
、
客
引
き
を
し
て
い
る
の
で
す
。
む

せ
返
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
で
値
段
を
交

渉
し
、
折
り
合
い
の
つ
い
た
車
に
乗
っ

て
ホ
テ
ル
へ
直
行
し
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
の
眼
前
に
ひ
ろ
が
る
イ
ン
ド

洋
は
ど
こ
ま
で
も
広
々
と
し
て
い
て
、

常
夏
の
楽
園
に
見
え
ま
し
た
。
タ
ン
ザ

ニ
ア
は
僕
が
二
十
歳
に
な
る
前
、
ニ
エ

レ
レ
大
統
領
の
も
と
で
イ
ギ
リ
ス
か
ら

の
独
立
を
果
た
し
た
国
で
す
。
こ
の
国

に
関
す
る
知
識
と
し
て
は
、
過
去
に
は

ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
オ
マ
ー
ン
の
ス
ル
タ

ン
、
次
い
で
イ
ギ
リ
ス
が
支
配
し
て
い

た
経
済
的
に
発
展
し
て
い
る
ザ
ン
ジ
バ

ル
と
の
合
併
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に

よ
る
ア
フ
リ
カ
分
割
時
の
イ
ギ
リ
ス
と

ド
イ
ツ
の
抗
争
な
ど
は
少
し
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、
独
立
に
つ
い
て
は
報
道
に

よ
る
断
片
的
な
情
報
し
か
知
り
ま
せ

ん
。
当
時
は
独
立
し
て
ま
だ
十
年
に
も

満
た
な
い
時
で
し
た
が
、
特
に
危
険
を

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
の
日
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
北
部
、
キ

リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
南
に
あ
る
ア
ル
ー

シ
ャ
へ
飛
び
、
バ
ス
で
モ
シ
と
い
う
街

に
到
着
。
ホ
テ
ル
へ
行
っ
て
宿
泊
と
登

山
の
申
し
込
み
を
行
い
ま
し
た
。
今
は

ど
ん
な
手
続
き
に
な
っ
て
い
る
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
キ
リ
マ
ン

ジ
ャ
ロ
へ
登
る
た
め
に
は
、
そ
の
ホ
テ

ル
で
登
山
許
可
証
を
発
行
し
て
も
ら
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

第
一
次
大
戦
ま
で
ド
イ
ツ
が
東
ア
フ

リ
カ
を
支
配
し
て
い
た
関
係
で
ホ
テ
ル

も
ド
イ
ツ
系
で
、
登
山
許
可
に
関
す
る

交
渉
窓
口
は
、
ド
イ
ツ
人
と
思
わ
れ
る

年
配
の
婦
人
で
し
た
。

　

僕
は
英
語
で
「
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
へ

登
り
に
来
た
」
と
伝
え
ま
し
た
。
す

る
と
強
い
ド
イ
ツ
な
ま
り
の
英
語
で
、

現
地
の
ガ
イ
ド
と
荷
物
を
運
ぶ
ポ
ー

タ
ー
、
食
事
の
用
意
を
担
当
す
る
コ
ッ

ク
を
セ
ッ
ト
で
雇
わ
な
い
と
許
可
し
な

い
と
い
う
の
で
す
。

　
「
三
人
も
雇
う
の
か
？
」

　

荷
物
と
い
っ
て
も
僕
の
分
だ
け
だ
か

ら
、
ポ
ー
タ
ー
を
雇
っ
た
ら
か
え
っ
て

そ
の
分
の
荷
物
が
増
え
る
だ
け
だ
と
思

い
、「
自
分
は
大
学
時
代
山

に
登
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、

食
事
は
自
分
で
作
れ
る
」

と
言
っ
て
も
聞
い
て
く
れ

ま
せ
ん
。

　

あ
く
ま
で
「
三
人
雇
わ

な
け
れ
ば
許
可
証
は
出
せ

な
い
」
と
言
い
張
る
の
で
、

従
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
お
か
げ
で
登
山
し

て
い
る
間
、
コ
ッ
ク
が
作

る
不
味
い
食
事
を
食
べ
さ

せ
ら
れ
る
破
目
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。

　

そ
れ
で
も
な
ん
と
か
契

約
は
成
立
し
、
僕
一
人
を
三
人
の
現
地

人
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
で
翌
朝
か
ら

出
発
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
ん

な
贅
沢
を
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
も

思
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
現
地
の
ル
ー

ル
な
ら
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

アフリカ編

キリマンジャロへ登る

イ
ラ
ス
ト
　
久
志
本
雅
子
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（
つ
づ
く
）

　大学を卒業しインターン、 そして一般外科研
修の後ザンビア共和国の診療所へ赴任。 １ドル
360 円の超円安の中、 持ち出し限度額の２万円
を持って日本を飛び立つ。 その後、 アフリカ、 
ヨーロッパ、 アメリカを放浪して大阪万博に沸く
日本に帰国。 70 歳を記念して寄った先々での
エピソードを綴り、 上梓。イラストは久志本雅子。 
Ａ５判188頁並製本、定価：本体1620円（税込み）
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊤
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊥
各Ａ５判並製本、定価：本体 1620 円（税込み）
 （引き続き㊦発行予定）

　私は日々、日本の税制（法人税、所
得税、住民税、相続税など）と向き合
い正しい節税のもと、努力して得られ
た大切なお金を法人と個人の財布によ
り多く残していただくことをスタンス
とし、仕事に取り組んでいます。築き
上げてきた数々の節税の知恵が、皆さ
まに、少しでもお役に立てれば幸いで
す。

【プロフィール】
氏名　木村達也（既婚・子だくさん）
生年月日　1968年７月９日
趣味　ラグビー・ゴルフ・飲み会・お風呂・旅行

【学歴・職歴】
東生野中学校（84年卒）
布施工業高校（87年卒）
京都産業大学（91年卒）
アイシン精機㈱（91年～）
キムラ産業（自営業）（96年～）
プルデンシャル生命保険㈱（03年～）

営業３年・所長５年
2012年２月～
お客様の様々なご要望を応えるにあたり、プルデン
シャル生命１社での商品では最高の満足を提供でき
ないと判断し、主要な保険会社をすべて取り扱う保
険のプロ代理店として独立し、現在に至ります（生
命保険協会認定ＦＰ）。

私は日々、「中道」「反省」「調和」を心行
に生活、仕事をしています。 「自己保存」

「自我我欲」の煩悩を捨て、「足ること」
を知った生き方ができるように、努力を
しています。

トータルタックスプランニング 木村 達也

９

キ
ム
タ
ツ
の
知
恵
袋
⑩
は
12
月
15
日
付
に
掲
載

大 増 税 時 代

　

前
回
は
最
近
な
ぜ
相
続
税
の
申
告
相
談
が
増
え
て
い

る
か
と
い
う
か
ら
く
り
の
話
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。今
回
は
現
場
か
ら
感
じ
る
こ
と
を
少
し
書
き
た
い
。

　

相
談
は
税
金
を
下
げ
た
い
と
い
う
目
的
か
ら
の
相
談

が
圧
倒
的
に
多
い
。
し
か
し
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
特

定
の
財
産
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、

ど
う
し
た
ら
安
く
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
ほ
し
い
と
言
わ

れ
る
。
気
持
ち
は
よ
く
分
か
る
の

だ
が
、
ど
れ
だ
け
の
財
産
が
あ
る

の
か
と
い
う
質
問
を
す
る
と
よ
く

分
か
ら
な
い
と
言
う
。

　

そ
こ
で
皆
さ
ん
に
お
す
す
め
す

る
の
は
、
実
際
に
今
亡
く
な
っ
た

と
し
た
ら
ど
れ
く
ら
い
の
税
金
が

か
か
る
か
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
だ
。

　

な
ぜ
か
と
申
し
ま
す
と
、
税
金
が
か
か
ら
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
か
か
る
と
し
た
ら
、
だ
い
た
い
ど
れ
く
ら

い
の
税
金
が
か
か
る
か
が
分
か
る
。
多
く
の
方
は
、
税

金
が
か
か
る
か
ら
大
変
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
生
前
に
贈
与
を
し
て
財
産
を
減
ら
す
方
法

が
あ
る
。し
か
し
相
続
税
が
か
か
ら
な
い
の
に
、贈
与
を

す
る
必
要
は
全
く
な
い
。あ
る
方
は
、勝
手
に
不
動
産
の

名
義
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。
何
も
知
ら
な
い
と
は
恐
ろ

し
い
こ
と
で
、
最
初
は
登
記
費
用
、
次
に
不
動
産
取
得

税
の
支
払
い
、
最
後
に
贈
与
税
が

い
る
と
時
間
と
共
に
気
が
つ
き
だ

す
。
相
続
税
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
か
か
ら

な
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
の

だ
。
税
の
専
門
家
以
外
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
鵜
呑
み
に
し
て
し
ま
っ
て
、

走
り
出
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

贈
与
し
て
節
税
に
な
れ
ば
良
い

が
、
遺
族
は
本
当
に
賛
成
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
子
ど
も
が

た
く
さ
ん
い
た
場
合
、
１
人
に
だ
け
贈
与
し
て
し
ま
う

と
亡
く
な
っ
た
後
に
も
め
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
亡

く
な
る
前
３
年
間
の
贈
与
は
相
続
財
産
に
含
め
て
計
算

す
る
仕
組
み
を
知
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
ま
ず
は
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
す
す
め
し
た
い
。

相続税の相談にはコツがある

笑う笑う
税理士

6
税理士 上西　知

三
野
郷
山 

三
寶
興
誠
院 

住
職･

阿
闍
梨
　
松
茂
良
興
真

【ラグビー歴】
春季大会優勝　大阪市内選抜
全国大会初出場メンバー
国体大阪府代表
関西Ａリーグ初制覇（全勝）メンバー
大学選手権ベスト４（国立）　関西学生代表
国体愛知県代表（２回）

株式会社アイシード　トータルタックスプランニング
〒 541-0057　大阪市中央区北久宝寺町３- ５-12
� 御堂筋本町アーバンビル９Ｆ
ＴＥＬ 06-6252-7737　ＦＡＸ 06-6252-7738
Ｅ -mail：tatsuya_kimura@iseed.co.jp�
携帯 080-3135-6252



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２８年１０月１５日（土）

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

坂
本
龍
馬

西
郷
隆
盛

の
子
孫
が

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

薩
長
同
盟
締
結
150
年
記
念

と　
き　
平
成
28
年
11
月
４
日
㈮
18
時
30
分

と
こ
ろ　
ホ
テ
ル 

ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪

吉井謙一副会長

4,104

楽しい仕事が見つかります !
未経験
大歓迎！

障がい者専用求人
月　給
モデル 90,527円

（4.5 時間 /日、1ヶ月 23日で皆勤手当含）
①裁　断
生地の地の目を整える作業により、 製品化後の変化や縮み等を最小限に抑えます。
1着 1着、サイズ・デザイン・動き等を考慮し裁断します。
②縫　製
一切、直線や平面のない人体に平面の記事を添わせるには、アイロンワークと立体を生み出
す縫製が重要です。この技術こそが長年の修練の賜物であり、 我々が継承したいものなので
す。
③仕上げ
この時点までは、
出来上がった服は
言うなれば化粧前。
 最後の仕上げプレ
スによって服は命
を吹き込まれ、 人に
寄 り 添 う パ ー ト
ナーとなります。

NPO法人 テイラーズ・ギルド
電話　072-943-1647（担当 /森川）
八尾市久宝寺 4-4-30

　

イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
は
、
店
の
雰

囲
気
と
同
じ
く
洗
練
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
サ
ラ

ダ
が
運
ば
れ
て
き
た
。
真
っ
白
の
皿
に
緑
と
赤
の

野
菜
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
盛
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

野
菜
を
口
に
含
む
と
、
甘
酸
っ
ぱ
い
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
が
パ
ッ
と
口
の
中
に
広
が
る
。
今
ま
で
に
味

わ
っ
た
こ
と
の
な
い
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
だ
。
黒
パ

ン
に
も
よ
く
合
う
。

　

ペ
リ
エ
で
喉
を
潤
し
な
が
ら
、食
事
を
楽
し
む
。

こ
ん
な
片
田
舎
で
こ
こ
ま
で
の
イ
タ
リ
ア
ン
が
出

る
と
は
正
直
驚
い
た
。
食
事
が
美
味
し
い
と
、
会

話
も
弾
む
。
深
刻
な
内
容
の
会
話
で
も
輝
い
て
響

く
か
ら
不
思
議
だ
。

　

ビ
ク
ト
ル
さ
ん
は
ナ
プ
キ
ン
で
口
元
を
拭
い
な

が
ら
、
呟
く
よ
う
に
言
っ
た
。

　
「
第
三
次
世
界
大
戦
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
始
ま
り

ま
し
た
ね
」

　

慌
て
て
、私
は
問
う
た
。

　
「
ド
ン
バ
ス
で
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
闘

が
で
す
か
」

　
「
そ
う
で
す
。
長
い
長

い
前
哨
戦
で
す
」

　

イ
ン
テ
リ
ら
し
く
ビ
ク

ト
ル
さ
ん
は
静
か
に
答
え

た
。

　

そ
の
後
、
２
人
の
間
に

は
静
か
な
時
が
流
れ
、
カ

ン
ツ
ォ
ー
ネ
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が

場
を
つ
な
い
だ
。
名
は
知

ら
ぬ
が
ベ
テ
ラ
ン
男
性

歌
手
の
歌
声
が
レ
ス
ト
ラ
ン
に
ほ
の
か
に
響
く
。

フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
が
皿
に
当
た
る
音
を
和
ら
げ

る
効
果
も
あ
り
、
安
心
し
て
イ
タ
リ
ア
ン
を
頬

張
っ
た
。

　

メ
ー
ン
の
鶏
肉
料
理
を
平
ら
げ
る
こ
ろ
に
は
、

お
腹
も
頭
も
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
。

　

食
後
の
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
を
飲
み
な
が
ら
、
ビ
ク

ト
ル
さ
ん
は
語
り
か
け
る
よ
う
に
言
っ
た
。

　
「
あ
な
た
の
国
の
隣
で
も
不
穏
な
動
き
が
あ
り

ま
す
ね
。
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
す
る
前
に

韓
国
が
攻
め
入
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

頷
き
な
が
ら
私
は
聞
い
て
い
た
。

　
「
そ
う
な
れ
ば
、
米
国
が
韓
国
の
援
護
射
撃
を

す
る
で
し
ょ
う
。
米
国
が
出
れ
ば
、
日
本
の
自
衛

隊
も
動
く
で
し
ょ
う
」

　

２
人
と
も
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
を
飲
み
干
し
、
追
加

注
文
し
た
。

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
65

第三次世界大戦は既に始まっている

サチコ・ナ・プアラニがフラを奉納
枚岡神社  感謝奉納祭

丸福珈琲店

代　　　表　柳本卓治（参議院憲法審査会会長・参議院議員）

実行委員長　楠本正行（誓和工具株式会社 社長）

推進委員長　亀山　巧（株式会社日健マネジメント 代表取締役社長）

10月16日は
国連「世界食料デー」
日本国際飢餓対策機構　　

　

丸
福
珈
琲
店
の
千
日
前
本
店
は
外
観
・
内
装
と
も

に
、昭
和
の
時
代
が
香
る
美
術
館
の
雰
囲
気
が
あ
る
。

地
下
１
階
・
地
上
４
階
建
て
の
ビ
ル
で
あ
り
、
１
・

２
階
が
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
め
る
フ
ロ
ア
ー
だ
。

　

２
階
フ
ロ
ア
ー
も
板
張
り
で
独
特
の
雰
囲
気
が
あ

る
。
中
央
に
楕
円
形
の
円
卓
が
あ
り
、
12
人
が
ゆ
っ

た
り
と
腰
を
お
ろ
せ
る
。

　

こ
の
素
敵
な
円
卓
を
使
用
し
て
毎
月
第
４
火
曜

日
・
午
後
６
時
半
よ
り
、
楽
し
く
自
由
な
会
合
「
パ

ド
ロ
ー
ネ
22
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
パ
ド
ロ
ー
ネ

は
イ
タ
リ
ア
語
で
「
社
長
」
を
意
味
し
、「
22
」
は

22
世
紀
を
見
据
え
て
語
り
合
お
う
と
い
う
心
意
気
で

名
付
け
ら
れ
た
。
講
師
は
各
界
で
活
躍
し
て
い
る
人

が
担
当
し
、
テ
ー
マ
は
信
条
・
生
き
様
・
趣

味
等
々
多
岐
に
わ
た
る
。

　

パ
ド
ロ
ー
ネ
９
月
例
会
（
27
日
）
の
講
師
は
、

丸
福
珈
琲
店
・
取
締
役
の
伊
吹
る
み
さ
ん
（
創
業
者

の
孫
）。「
日
本
最
古
の
珈
琲
店
・
丸
福
珈
琲

店
の
歴
史
」と
い
う
テ
ー
マ
で
熱
く
語
っ
た
。

　

創
業
者
・
伊
吹
貞
雄
さ
ん
は
鳥
取
県
の
商

家
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
を
目
指
し
て
、
ま
ず
は
大

阪
に
居
を
移
し
た
。
現
実
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を

開
業
す
る
に
あ
た
り
、
花
の
都
東
京
に
向
か

い
武
蔵
小
山
の
地
で
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
銀
嶺
」
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

当
時
、
銀
座
で
は
コ
ー
ヒ
ー
が
流
行

し
て
い
た
。
こ
の
流
行
に
大
き
な
ヒ
ン

ト
を
得
て
、「
銀
嶺
」
で
食
後
の
コ
ー

ヒ
ー
を
提
供
し
た
い
と
考
え
た
。
し
か

し
当
時
、
入
手
で
き
る
コ
ー
ヒ
ー
豆
や

器
具
で
は
望
む
よ
う
な
味
わ
い
・
香
り

を
作
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
現
在
ま

で
連
綿
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
「
濃
厚

で
コ
ク
深
い
味
わ
い
だ
が
、
後
味
の

さ
っ
ぱ
り
し
た
コ
ー
ヒ
ー
」
の
創
作
を

目
指
し
、
独
自
の
研
究
を
始
め
た
。

　

焙
煎
機
や
ド
リ
ッ
パ
ー（
抽
出
器
具
）

に
関
す
る
英
文
原
書
を
取
り
寄
せ
、
創

作
コ
ー
ヒ
ー
へ
の
熱
意
と
愛
情
で
器
具

の
図
面
を
引
い
た
。
町
工
場
に
試
作
を

依
頼
し
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
結

果
、
丸
福
珈
琲
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
焙
煎

機
と
抽
出
器
具
が
誕
生
し
た
。焙
煎
機
・

抽
出
器
具
と
も
に
現
在
も
現
役
で
活
躍

し
て
い
る
。

　
「
銀
嶺
」
で
食
後
に
創
作
コ
ー
ヒ
ー

を
提
供
し
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
評
判
を
呼
ん
だ
。
大

阪
の
料
理
人
仲
間
に
も
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
っ
て
も

ら
っ
た
。
そ
の
仲
間
の
「
大
阪
は
コ
ー
ヒ
ー
の
未
開

拓
地
だ
。こ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
大
阪
で
広
め
て
欲
し
い
」

と
の
褒
め
言
葉
が
キ
ッ
カ
ケ
で
、繁
盛
し
て
い
た「
銀

嶺
」
を
ク
ロ
ー
ズ
。
昭
和
９
年
、
大
阪
一
番
の
繁
華

街
「
新
世
界
」
に
コ
ー
ヒ
ー
専
門
店
「
丸
福
珈
琲
店
」

を
創
業
し
た
。

　

現
在
、
大
阪
を
中
心
に
25
店
舗
を
展
開
し
て
い
る

が
、
コ
ー
ヒ
ー
の
味
を
守
る
こ
と
を
基
本
と
し
全
て

直
営
店
だ
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
は
南
米
・
東
南
ア
ジ
ア
・

ケ
ニ
ア
等
か
ら
精
選
さ
れ
た
豆
を
輸
入
し
て
い
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
折
、
創
業
者
が
コ
ー
ヒ
ー
豆

と
角
砂
糖
を
故
郷
・
鳥
取
へ
自
分
の
子
ど
も
よ
り
先

に
疎
開
さ
せ
た
そ
う
だ
。
い
か
に
コ
ー
ヒ
ー
を
愛
し

て
い
た
か
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
戦
後
す
ぐ
に
新
世

界
か
ら
ミ
ナ
ミ
千
日
前
の
現
在
地
に
本
店
を
移
転
し

た
。ち
な
み
に
本
店
３
階
は
焙
煎
部
門
、４
階
は
ケ
ー

キ
・
ス
イ
ー
ツ
等
の
調
理
部
門
と
な
っ
て
い
る
。
千

日
前
本
店
は
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
一
般

客
に
混
じ
り
多
く
の
文
化
人
・
有

名
人
が
さ
り
気
な
く
コ
ー
ヒ
ー
を

楽
し
ん
で
い
る
。

　

途
上
国
で
貧
困

と
闘
う
人
び
と
や

子
ど
も
の
教
育

を
応
援
す
る
た

め
に
、
世
界
食

料
デ
ー
月
間
（
９

月
〜
11
月
）
に
、

「
１
食
分
募
金
」

の
協
力
を
日
本
国

際
飢
餓
対
策
機
構

が
呼
び
か
け
て
い

る
。

　

昨
年
は
各
地
の

大
会
参
加
者
、
全

国
の
個
人
や
家

庭
、
企
業
、
支
援

団
体
な
ど
か
ら
１
５
、
１

７
８
、
８
８
２
円
の
募
金

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

衣
摺
地
車
が
新
調
さ

れ
、
９
月
25
日
に
長
瀬

神
社
（
東
大
阪
市
衣
摺

１
）
で
め
で
た
く
披
露
さ

れ
た
。
衣
摺
地
車
新
調
委

員
会
と
衣
摺
自
治
連
合
会

が
10
年
が
か
り
で
取
り
組

み
、
よ
う
や
く
完
成
。

　

地
車
の
修
理
は
平
成
２

年
に
行
わ
れ
た
が
、
新
調

は
明
治
以
来
初
め
て
。
衣

摺
地
車
新
調
委
員
会
の
吉

井
謙
一
副
会
長
（
65
）
が

「
地
車
に
は
物
部
氏
と
蘇

我
氏
の
衣
摺
の
戦
い
が
彫

ら
れ
て
い
ま
す
」
と
誇
ら

し
げ
に
話
し
て
い
た
。

　

地
域
の
人
た
ち
は
い
ろ

い
ろ
な
方
向
か
ら
地
車
を

眺
め
、
い
つ
ま
で
も
楽
し

ん
で
い
た
。

れ
の
技
を
次
々
と
繰
り
広

げ
た
。

　

昼
か
ら
の
ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
と
し
て
、
本
年
初
参

加
の
フ
ラ
グ
ル
ー
プ
「
サ

チ
コ
・
ナ
・
プ
ア
ラ
ニ
・

フ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

華
や
か
な
レ
デ
ィ
ー
た
ち

が
登
場
し
た
。
代
表
者
は

田
邊
砂
智
子
さ
ん
。
１
３

０
０
人
の
弟
子
を
持
ち
フ

ラ
・
ワ
ー
ル
ド
の
カ
リ
ス

マ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

ハ
ワ
イ
で
生
ま
れ
た
フ

ラ
は
世
界
中
の
人
び
と
に

愛
さ
れ
る
舞
踊
と
な
っ
て

い
る
。
神
社
の
神
殿
で
舞

う
神
楽
と
同
じ
よ
う
に
、

神
へ
の
畏
敬
の
念
を
表
す

神
聖
な
舞
踊
だ
。
田
邊
さ

ん
の
優
雅
な
舞
い
、
立
ち

居
振
る
舞
い
は
枚
岡
神
社

の
杜も

り

と
融
合
し
、
参
詣
者

の
心
に
届
い
て
い
た
。

　

引
き
続
き
、
鼓
宮
舞
に

よ
る
勇
壮
な
「
和
太
鼓
」、

ア
ジ
ア
剣
道
ク
ラ
ブ
に
よ

る
「
剣
道
演
舞
」、
倭
巫

女
舞
い
に
よ
る
「
巫
女
舞

い
」
そ
し
て
エ
ン
デ
イ
ン

グ
の
「
越
中
お
わ
ら
風
の

盆
」へ
と
演
目
が
続
い
た
。

　

参
道
に
は
枚
岡
神
社
地

元
の
店
が
多
数
出
店
し

て
、
第
３
回
「
河
内
お
い

し
い
も
ん
市
」
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
参
詣
者
で
賑に

ぎ

わ
っ
て
い
た
。

�
（
小
川
秀
人
）

　
「
サ
チ
コ
・
ナ
・
プ
ア
ラ
ニ
・
フ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
新
し
い
フ
ラ
教
室
が
始
ま
る
。
会
場
は
近
鉄

百
貨
店
上
本
町
店
10
階
の
「
文
化
サ
ロ
ン
上
本
町
」。

10
月
か
ら
の
新
講
座
で
、
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日

開
催
（
15
：
00
〜
16
：
15
と
19
：
00
〜
20
：
15
）。「
イ

チ
か
ら
は
じ
め
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
」
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
で
、
田
邊
砂
智
子
さ
ん
が
優
し
く
指
導
し

て
く
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
上
本

町�

（
☎
０
６
―
６
７
７
５
―
３
５
４
５
）
へ
。

い
き
い
き
八
尾

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６

イ
ベ
ン
ト
情
報

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
八
尾
の
自

然
環
境
や
文
化
・
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
の
で

き
る
祭
り

日
時
：
10
月
23
日 （
日
）
10
時
～
16
時

会
場
：
西
武
八
尾
店
、
ア
リ
オ
八
尾
、
大
阪
経
済

法
科
大
学
花
岡
キ
ャ
ン
パ
ス

問
い
合
わ
せ
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
八

尾
（
☎
０
７
０
―
５
５
８
１
―
６
４
１
８
）

　10月16日は「世界食料デー」。国連が制
定した世界の食料問題を考える日だ。1979
年の第20回国連食糧農業機関（FAO）総会
の決議に基づき、1981年から世界共通の日
として制定された。世界の１人１人が協力し
合い、最も重要な基本的人権である「すべて
の人に食料を」を現実のものにし、世界に広
がる栄養不良、飢餓、極度の貧困を解決して
いくことを目的としている。

昭
和
９
年
、 本
邦
初
の
本
格
コ
ー
ヒ
ー
店
を
創
業

 　  ０７２・９２０・２２２５
東　京
事務所 ０３・３５１８・０７８１

問い合わせ先

衣摺地車 新調
長瀬神社

新調された衣摺地車

河
内
新
聞
社
創
刊
60
周
年
記
念
祝
賀
会
発
起
人

河内新聞社 創刊60周年記念祝賀会

「
１
食
分
募
金
」 で
開
発
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
よ
う
！

第 5回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 29年８月 31日（木）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1992 年４月２日～ 2002 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成29年10月（日にち未定）
　　　　　14時～ 17時
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

2016（平成28）年12月３日（土）
15：00開演（14：15開場）

大阪フィルハーモニー交響楽団八尾演奏会

☆出 演☆　　　　　　
指　揮：井上道義（大阪フィル首席指揮者）
独　奏：三浦文彰（NHK大河ドラマ「真田丸」メインテーマ・ソロヴァイオリニスト）
管弦楽：大阪フィルハーモニー交響楽団
☆プログラム☆　
ベートーヴェン：序曲「コリオラン」
サン＝サーンス：ヴァイオリン協奏曲 第 3番
ベートーヴェン：交響曲 第 7番
☆チケット（全席指定・税込）☆　　　
SS席　一般6,000円　完売しました　　S席　  一般 4,500円／割引3,600円
A席　  一般 3,000円／割引2,400円　B席　  一般 2,000円
…当日は各500円増。S席割引・A席割引は25歳以下、65歳以上、障がいのある方とその介添の
方（1名様まで）が対象。
【若者を応援！】
フレッシュシート＋1,000円＜大学生以上、25歳以下＞　フレッシュシート500円　＜小、中、高校生＞
…当日増なし、A席一部
【後半（交響曲第7番）のみ聴ける！】
ハーフチケット　S席　3,000円／A席　2,000円
…開演後～休憩終了時まで発売・休憩まで入場不可・他券種との振替不可
※B席、S席・A席割引、フレッシュシート、フレッシュシート+、ハーフチケットは、プリズムホール
のみ取扱。
※各種割引チケットをご購入の際にはそれぞれを確認できる証明書（学生証・健康保険証など）をご
提示ください。
※SS席・B席は友の会割引を含め割引価格なし。
※就学前のお子さまのご入場はご遠慮ください。

マエストロ・井上道義によるプレトーク開催 !!

　

９
月
25
日
、
秋
晴
れ
の

枚
岡
神
社
に
て
武
芸
・
演

芸
・
舞
踊
の
数
々
が
奉
納

さ
れ
た
。

　

本
年
で
第
７
回
を
迎
え

る
「
感
謝
奉
納
祭
」
は
、

日
頃
の
感
謝
を
込
め
参
道

広
場
に
設
け
ら
れ
た
舞
台

で
奉
納
行
事
が
執
り
行
わ

れ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
盛
り
だ

く
さ
ん
。
午
前
10
時
に
ス

タ
ー
ト
。
一
番
手
は
大
森

流
越
田
道
場
に
よ
る
迫
力

あ
る
「
居
合
術
演
舞
」
が

披
露
さ
れ
た
。
続
い
て
、

櫻
井
流
江
戸
芸
の
剽ひ

ょ
う
き
ん軽
な

「
か
っ
ぽ
れ
」
が
、
笑
い

と
拍
手
を
呼
ん
で
い
た
。

　

午
前
の
部
の
ト
リ
は
ア

リ
オ
シ
ス
タ
ー
ズ
に
よ
る

「
南
京
玉
す
だ
れ
」。
手
練

講師伊吹るみさん （前列中央） を囲み記念撮影

美術館のような千日前本店

中東弘宮司 （前列左） とサチコ・ナ・プアラニのメンバー

大阪市中央区
千日前1-9-1

☎06-6211-3474
営業時間 8時～23時
年中無休 （元旦のみ休業）

千日前本店

広 域

☎
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